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「「（（
仮仮
称称
））
杉杉
並並
区区
生生
活活
安安
全全
及及
びび
環環
境境
美美
化化
にに
関関
すす
るる
条条
例例
」」
をを
制制
定定
しし
まま
すす

　

近
年
、
杉
並
区
に
お
い
て
は

「
ひ
っ
た
く
り
」
や
「
空
き
巣

（
ピ
ッ
キ
ン
グ
を
含
む
）」と
い

っ
た
犯
罪
が
増
加
し
、
そ
の
件

数
は　

区
で
も
上
位
を
占
め
て

２３

い
ま
す
。

　

警
察
も
犯
罪
へ
の
対
応
を
強

化
し
て
い
ま
す
が
、
区
民
な
ど

の
防
犯
活
動
も
、
そ
の
重
要
度

を
増
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
区
民
の
皆
さ
ん
か
ら

区
に
、「
ポ
イ
捨
て
」
や
「
歩
き

た
ば
こ
」
を
改
善
し
て
ほ
し
い

な
ど
生
活
環
境
の
改
善
を
求
め

る
要
望
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

た
ば
こ
自
体
は
個
人
の 
嗜 し

好
、
楽
し
み
で
す
が
、
吸
い
殻

の
「
ポ
イ
捨
て
」
や
「
歩
き
た

ば
こ
」
な
ど
マ
ナ
ー
や
ル
ー
ル

を
守
ら
な
い
喫
煙
で
、
他
の
人

に
迷
惑
や
被
害
が
及
ぶ
こ
と

は
、
な
く
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

生
活
環
境
の
悪
化
は
、
区
民

の
安
全
や
健
康
に
直
結
す
る
問

題
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、区
は
、

区
民
、
事
業
者
、
関
係
機
関
と

連
携
し
、
地
域
に
お
け
る
犯
罪

な
ど
の
未
然
防
止
や
区
民
の
生

活
環
境
を
守
る
観
点
か
ら
、
さ

ら
に
実
効
性
の
あ
る
、
新
し
い

条
例
を
つ
く
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

新
し
い
条
例
に
は
、
次
の
よ

区は、平成１０年に「清潔で美しい杉並区をみんなでつくる
条例」を制定し、歩行中に喫煙しないよう努めることなど
を区民等の責務と定め、１２年からは、区民の方とともに
「杉並・わがまちクリーン大作戦」を実施するなど、環境
の美化に努めてきましたが、いまだ十分とはいえないのが
現状です。そこで、この条例を見直し、同時に、皆さんか
ら制定のご要望がある「生活安全条例」としての性格も併
せもつものに改正したいと考え、準備を進めていますので、
お知らせします。

――問い合わせは、環境課・区民生活部管理課へ。

う
な
項
目
を
盛
り
込
む
こ
と
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

目　
　

的

　

生
活
安
全
の
確
保
（
主
に
犯

罪
の
防
止
）
や
環
境
美
化
の
推

進
を
図
り
、
安
全
で
快
適
な
杉

並
区
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
と

し
ま
す
。環

境
の
整
備

　

一
定
規
模
の
建
物
の
建
築
主

に
対
し
、
あ
ら
か
じ
め
必
要
に

応
じ
て
、
防
犯
設
備
を
設
置
す

る
よ
う
働
き
か
け
る
こ
と
を
検

討
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、区
も
、

防
犯
の
観
点
か
ら
一
層
環
境
の

改
善
に
努
め
る
よ
う
に
し
ま

す
。

ビ
ラ
の
散
乱
な
ど
を
防
ぐ

　

次
の
よ
う
に
定
め
る
こ
と
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

１　

屋
外
広
告
物
を
出
し
た

り
、
ビ
ラ
な
ど
の
宣
伝
物
を
配

布
し
た
り
す
る
者
は
、
ま
ち
の

景
観
や
通
行
の
安
全
に
配
慮
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。

２　

道
路
や
広
場
な
ど
の
公
共

の
場
所
で
、
ビ
ラ
な
ど
を
配
る

と
き
、
ビ
ラ
が
散
乱
し
て
し
ま

っ
た
ら
、
こ
れ
を
き
ち
ん
と
回

収
し
、
そ
の
場
所
を
掃
除
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る

こ
と
。

３　

選
挙
運
動
用
の
ポ
ス
タ
ー

な
ど
が
、
掲
示
す
る
こ
と
の
で

き
る
期
間
が
過
ぎ
て
も
取
り
残

さ
れ
て
い
る
よ
う
な
場
合
に

は
、
区
か
ら
責
任
者
に
撤
去
す

る
よ
う
勧
告
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
。

重
点
的
に
生
活
安
全
や
環

境
美
化
を
図
る
た
め
に

１　

特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
地
区
を
、「（
仮
称
）
環

境
美
化
・
生
活
安
全
推
進
モ
デ

ル
地
区
」
と
い
っ
た
も
の
に
指

定
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を

検
討
し
て
い
ま
す
。
指
定
さ
れ

た
地
区
に
お
い
て
は
、
区
民
、

関
係
機
関
、
区
が
連
携
し
て
生

活
環
境
の
改
善
を
図
り
ま
す
。

２　

こ
の
よ
う
な
地
区
の
中
で

生
活
環
境
を
著
し
く
害
す
る
行

為
に
対
し
て
は
、
罰
則
の
適
用

も
検
討
し
て
い
ま
す
。

（
仮
称
）
路
上
禁
煙
地

区
を
設
け
る

　

特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
地

区
を
、「（
仮
称
）
路
上
禁
煙
地

区
」
と
し
て
指
定
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま

す
。
路
上
禁
煙
地
区
で
は
、
道

路
上
で
の
喫
煙
や
路
上
に
吸
い

殻
を
捨
て
る
こ
と
を
禁
止
し
、

違
反
行
為
に
対
し
て
は
、
罰
則

の
適
用
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

（
仮
称
）
生
活
安
全
協

議
会
の
設
置

　

区
民
の
皆
さ
ん
や
関
係
行
政

機
関
、
区
が
、
生
活
安
全
や
環

境
美
化
に
関
す
る
施
策
の
実
施

に
つ
い
て
、
必
要
な
こ
と
を
協

議
す
る
た
め
、「（
仮
称
）
杉
並

区
生
活
安
全
協
議
会
」
の
設
置

を
考
え
て
い
ま
す
。

　

手
紙
、
フ
ァ
ク
ス　

３
３
１

FAX

２
‐
２
３
１
６
の
ほ
か
、
区
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
２
月　

日
�
ま

１４

で
に
環
境
課
へ
。
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東
京
大
学
名
誉
教
授
・

小
柴
昌
俊
氏

安
全
で
快
適
な
杉
並
の
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
に

安
全
で
快
適
な
杉
並
の
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
に

�
�
�
�
�
�
�
�
	


��

�
�
�
�
�
�
�

　

ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞
さ
れ
た

小
柴
昌
俊
さ
ん（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）

が
、
第
一
号
の
杉
並
名
誉
区
民
と
な
ら

れ
ま
し
た
。
称
号
の
贈
呈
式
は
、
１
月

７
日
∏
に
杉
並
公
会
堂
で
開
催
さ
れ
た

新
年
賀
詞
交
歓
会
に
お
い
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

�
総
務
課
総
務
係

問

条
例
制
定
の
趣
旨

新
条
例
の
骨
子

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

�
�

�
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杉並区役所�３３１２－２１１１（代表電話）〒１６６－８５７０杉並区阿佐谷南１－１５－１

平成１５（２００３）年２月１日（土曜日）

�
天
文
の
夕
べ 

観
望
会
す
ば
る
と
オ
リ

オ
ン
星
雲
Ｍ　
４２

　

「
す
ば
る
」
は
お
う
し
座
に

あ
る
若
い
星
々
の
集
団
で
、
西

欧
で
は
プ
レ
ア
デ
ス
星
団
と
呼

び
ま
す
。

　

こ
の
お
う
し
座
の
隣
に
輝
く

オ
リ
オ
ン
座
は
、
冬
の
星
座
の

代
表
で
す
。
そ
し
て
、
オ
リ
オ

ン
の
ベ
ル
ト
に
あ
る
三
ツ
星
の

南
に
、
大
星
雲
が
う
っ
す
ら
と

雲
の
よ
う
に
光
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
今
で
も
多
く
の
星
々

が
誕
生
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。

　

２
月
の
観
望
会
で
は
こ
う
し

た
星
の
赤
ち
ゃ
ん
た
ち
や
、
そ

れ
ら
を
包
む
星
雲
と
若
い
星
々

の
集
団
を
観
測
し
ま
す
。

　

�
２
月　

日
�
午
後
６
時
〜

１５

８
時
（
５
時　

分
開
場
）
�
科

３０

学
館
（
清
水
３
―
３
―　

）
�

１３

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
小

学
四
年
生
以
上
の
方
（
小
・
中

学
生
は
保
護
者
同
伴
）
�
一
四

〇
名
（
先
着
順
）
�
無
料
�
当

時

場
対

定

費

申

日
、
直
接
会
場
へ
�
同
館
�
３

３
９
６
‐
４
３
９
１
�
雨
天
･

曇
天
の
場
合
は
、
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
で
「
天
文
の
話
」
を
し
ま

す�
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー 

ゴ
ル
フ
ァ
ー
の
善
意
を

社
会
福
祉
へ

　

�
２
月
８
日
�
〜　

日
�
午

１６

前　

時
〜
午
後
６
時
（
初
日
は

１０
午
後
１
時
〜
、
最
終
日
は
午
後

４
時
ま
で
･
区
後
援
）
�
ハ
イ

ラ
ン
ド
セ
ン
タ
ー
（
高
井
戸
東

３
―　

―
７
）
お
よ
び
東
京
ゴ

１１

ル
フ
専
門
学
校
（
教
場　

ゴ
ル

２１

フ
コ
ー
ス
）
�
ゴ
ル
フ
用
品
、

用
具
･
日
用
品
の
即
売
、
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
（
競
技
会

･
レ
ッ
ス
ン
会
ほ
か
）
�
当
日
、

直
接
会
場
へ
�
バ
ザ
ー
実
行
委

員
会
�
３
３
３
４
‐
７
１
１
１

�
す
ぎ
の
き
生
活
園 

陶
芸
作
品
展

　

知
的
障
害
者
の
通
所
施
設
す

ぎ
の
き
生
活
園
で
は
、
土
に
親

し
み
な
が
ら
、
陶
芸
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
の
個
性
豊
か
な
作
品

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

�
２
月　

日
�
〜　

日
�
の

１０

１３

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

（　

日
は
除
く
・　

日
は
正
午

１１

１３

ま
で
）
�
区
役
所
一
階
ロ
ビ
ー

�
す
ぎ
の
き
生
活
園
�
３
３
９

９
‐
８
９
５
３

問
他

時

場

内

申

問

時

場

問

　

神
田
川
や
善
福
寺
川
な
ど
の

は
ん
濫
を
防
ぐ
た
め
に
作
ら
れ

た
、
環
状
七
号
線
地
下
四
〇
ｍ

に
あ
る
巨
大
な
ト
ン
ネ
ル
の
調

節
池
を
見
学
し
ま
す
。
併
せ
て

地
層
に
つ
い
て
も
調
べ
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

�
２
月　

日
�
午
後
１

２７

時　

分
〜
４
時
�
集
合
場

３０
所
＝
神
田
川
・
環
七
地
下

調
節
池
（
神
田
川
取
水
施

設
・
和
泉
４
―　

―　

）

４１

１５

�
区
内
在
住
・
在
勤
の
方

�
三
〇
名
（
抽
選
）
�
無

料
�
往
復
ハ
ガ
キ
に
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話

番
号
を
書
い
て
、
２
月　
１４

日
（
必
着
）
ま
で
に
科
学

時

場

対定

費

申

館
（
〒　

‐
０
０
３
３
清
水
３

１６７

―
３
―　

）
へ
�
同
館
�
３
３

１３

９
６
‐
４
３
９
１
�
�
運
動
靴

を
履
く
な
ど
、
歩
き
や
す
い
服

装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
�
未
就

学
児
の
同
伴
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い

問
他

▲神田川・環状七号線地下調節池

�
区
民
科
学
教
室

�����������������
�����������������
�����������������
�����������������
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�����������������

　

動
物
の
死
体
処
理

は
「
廃
棄
物
の
処
理

及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」

と
い
う
法
律
に
よ
っ
て
清
掃

事
務
所
が
行
っ
て
い
ま
す
。

　

区
の
条
例
で
も
、
自
分
で

処
理
で
き
な
い
場
合
は
清
掃

事
務
所
に
届
け
出
て
い
た
だ

き
処
理
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
（
一
頭
に
つ
き
二
六

〇
〇
円
の
手
数
料
が
か
か
り

ま
す
）。
実
際
は
、い
わ
ゆ
る

「
ご
み
」
と
同
様
の
取
り
扱

い
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

動
物
死
体
処
理
は
、
火
葬

を
行
っ
た
う
え
で
永
久 
合  
祀 

ご
う 
し

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

動
物
を
家
族
の
よ
う
に
愛

す
る
方
も
多
く
、
動
物
愛
護

の
精
神
が
大
切
だ
と
理
解
し

て
い
ま
す
。

　

区
で
、
動
物
の
死
体
の
処

理
業
務
を
清
掃
事
務
所
が
受

け
持
っ
て
い
る
の
は
、
土
曜

日
、
祝
日
も
含
め
、
収
集
の

た
め
の
職
員
配
備
と
車
両
運

行
し
て
い
る
の
が
、
清
掃
事

務
所
し
か
な
い
た
め
で
す
。

し
か
し
、
動
物
の
死
体
収
集

の
た
め
の
専
用
車
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
一
般
の
収
集
が

一
段
落
し
た
午
後
に
対
応
し

て
い
ま
す
。

　

当
日
の
午
後
３
時
ま
で
に

ご
連
絡
を
い
た
だ
け
ば
即
日

対
応
は
可
能
で
す
が
、
今
回

の
よ
う
に
、
土
曜
日
の
午
後

５
時
以
降
に
ご
連
絡
を
受
け

た
場
合
は
、
休
み
明
け
で
な

け
れ
ば
対
応
出
来
な
い
状
況

で
す
。

　

土
曜
日
の
午
後
５
時
過
ぎ
、
ア
パ
ー
ト
の
そ

ば
で
猫
の
死
体
を
発
見
し
ま
し
た
。
か
わ
い
そ

う
な
の
で
区
役
所
へ
電
話
し
ま
し
た
が
、
月
曜

日
に
清
掃
事
務
所
に
連
絡
す
る
よ
う
に
と
い
わ

れ
ま
し
た
。
一
刻
も
早
く
供
養
し
て
ほ
し
い
の

に
、
時
間
が
か
か
り
す
ぎ
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、

清
掃
事
務
所
が
対
応
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
ご

み
扱
い
な
の
で
す
か
。

　

救
急
医
療
体
制

は
、
入
院
を
必
要
と

し
な
い
軽
症
の
救
急
患
者
に

対
す
る
「
初
期
救
急
」、
入
院

を
必
要
と
す
る
重
症
救
急
患

者
に
対
す
る
「
二
次
救
急
」

お
よ
び
生
命
危
機
を
伴
う
重

症
・
重
篤
救
急
患
者
に
対
す

る
「
三
次
救
急
」
に
分
か
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
初

期
救
急
に
つ
い
て
は
杉
並
区

が
、
二
次
・
三
次
救
急
に
つ

い
て
は
東
京
都
が
担
当
す
る

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

区
内
で
は
、
す
で
に
都
の

規
定
の
ベ
ッ
ド
数
が
確
保
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
区
で
独

自
の
「
二
四
時
間
体
制
の
小

児
科
」
を
開
設
す
る
の
は
困

難
で
す
。

　

区
で
は
、
杉
並
区
医
師
会

に
委
託
し
て
「
休
日
夜
間
等

急
病
診
療
事
業
」
を
行
っ
て

い
ま
す
（
土
曜
日
の
午
後
１

時
〜　

時
と
日
曜
・
休
日
の

１０

午
後
５
時
〜　

時
、
お
よ
び

１０

平
日
の
午
後
７
時　

分
〜　

３０

１０

時　

分
の
間
、
杉
並
保
健
所

３０
内
で
小
児
科
の
急
病
診
療
を

行
っ
て
い
ま
す
）。

　

ま
た
、
日
曜
・
休
日
の
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で

は
、
区
内
の
医
療
機
関
が
当

番
制
で
診
療
を
行
っ
て
い
ま

す
（
杉
並
区
急
病
診
療
テ
レ

ホ
ン
セ
ン
タ
ー
�
３
３
９
１

‐
１
５
９
９
）。

　

そ
の
時
間
以
外
は
、
東
京

都
保
健
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

「
ひ
ま
わ
り
」�
５
２
７
２
‐

０
３
０
３
お
よ
び
東
京
消
防

庁
災
害
救
急
情
報
セ
ン
タ
ー

�
３
２
１
２
‐
２
３
２
３
で

医
療
機
関
の
案
内
を
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

今
後
、
有
識
者
や
区
民
、

医
療
関
係
者
の
ご
意
見
を
伺

い
な
が
ら
、小
児
科
も
含
め
、

救
急
医
療
体
制
を
整
備
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

猫や犬の死体
の扱い

●往復ハガキの場合は返信
用のあて先も記入を
●あて先は各記事の申込先
　（住所が記載されていな
いものは区役所）
●託児のある行事は、託児
希望の有無、お子さんの
氏名・年齢・性別も記入

〈郵便ハガキ〉
A行事名

B住所

C氏名（フリガナ）

D年齢　E性別

F電話番号

（１人１枚）
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答

答

区民の皆さんからいただいた最近の
声と、それに対しての区からの回答
を紹介します（３カ月に一度掲載予
定）。
――問い合わせは、区政相談課へ。
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弓
ケ
浜
ク
ラ
ブ
は
地
理
的
条
件
か
ら
短
期
間
の
利
用
に
適
さ
ず
利
用
率
が

低
い
よ
う
で
す
。
平
日
に
利
用
で
き
る
高
齢
者
の
方
な
ど
が
長
期
滞
在
で
き

れ
ば
利
用
率
も
高
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

答
　

弓
ケ
浜
ク
ラ
ブ

（
旧
弓
ケ
浜
学
園
）

は
、　

年
４
月
か
ら
民
営
化

１４

し
ま
し
た
。

　

宿
泊
な
ど
の
料
金
は
、
基

本
的
に
業
者
の
経
営
判
断
に

基
づ
い
て
設
定
さ
れ
ま
す
。

実
は
、
業
者
自
身
も
同
じ
よ

う
に
考
え
、
施
設
の
利
用
者

数
が
低
下
す
る
１
月
か
ら
４

月
中
旬
の
間
、
長
期
滞
在

（
連
泊
）
も
し
て
い
た
だ
き

や
す
い
よ
う
に
利
用
料
金
を

引
き
下
げ
、
お
客
様
を
お
待

ち
す
る
と
の
こ
と
で
す
。 

　

こ
の
企
画
は
、
業
者
が
宣

伝
し
、
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
て
区
民
に
お
知

ら
せ
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

料
金
は
、
区
民
が
利
用
す

る
場
合
、
区
か
ら
出
る
補
助

金
を
差
し
引
き
ま
す
と
、　
６５

歳
以
上
の
高
齢
者
ま
た
は
障

害
者
の
方
は
一
人
一
泊
二
食

付
き
二
〇
〇
〇
円
、　

歳
以

６４

下
の
方
は
三
〇
〇
〇
円
（
い

ず
れ
も
税
抜
き
）
を
考
え
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
。
詳
し

く
は
、
予
約
電
話
�
５
４
５

９
‐
７
８
１
１
ま
た
は
予
約

フ
ァ
ク
ス　

５
４
５
９
‐
７

FAX

８
０
０
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

　

こ
れ
か
ら
南
伊
豆
は
花
の

季
節
で
す
。
須
崎
半
島
の
ス

イ
セ
ン
、河
津
の
早
咲
き
桜
、

３
月
は
南
伊
豆
町
の
菜
の
花

な
ど
、
一
足
早
い
春
を
味
わ

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ

お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

【
備
考
】
こ
の
要
望
を
う
け

て
、
弓
ケ
浜
ク
ラ
ブ
で
は
、

す
で
に
期
間
限
定
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

１
月
４
日
か
ら
４
月　

日
ま

２０

で
で
、
料
金
は
、
前
述
の
と

お
り
で
す
。

　

子
ど
も
が
急
な
発
熱
な
ど
で
夜
中
に
診
断
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
、
杉

並
区
に
小
児
科
医
院
が
な
い
と
心
配
で
す
。
隣
接
区
（
市
）
に
病
院
が
あ

る
よ
う
で
す
が
、
近
く
に
あ
れ
ば
早
く
診
察
で
き
、
親
も
安
心
し
ま
す
。

夜間の
小児科
医療体制

弓ヶ浜クラ
ブの連泊
利用
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【凡例】 �＝日時　� ＝場所　� ＝内容　� ＝講師　� ＝対象　� ＝定員　� ＝参加費　� ＝申し込み　� ＝問い合わせ　� ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他

〇
名
（
先
着
順
）
�
無
料
�
当

日
、
直
接
会
場
へ
�
同
セ
ン
タ

ー
�
３
３
９
３
‐
４
４
１
０
�

託
児
（
１
歳
〜
就
学
前
）
希
望

の
方
は
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
（
２
面
記
入
例
参
照
）
に

お
子
さ
ん
の
名
前
・
年
齢
も
書

い
て
、
２
月　

日
（
必
着
）
ま

１２

で
に
同
セ
ン
タ
ー
区
民
企
画
事

業
担
当
（
〒　

‐
０
０
５
１
荻

１６７

窪
１
―　

―
３　

３
３
９
３
‐

５６

FAX

４
７
１
４
）
へ

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で

考
え
る
防
災
都
市
づ
く

り
講
座

　

最
新
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
技
術

を
活
用
し
た
、
火
災
延
焼
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
模
擬
実
験
）

や
、
災
害
救
助
、
災
害
情
報
の

収
集
と
発
信
な
ど
に
つ
い
て
第

一
線
で
活
躍
し
て
い
る
研
究
者

か
ら
お
話
を
伺
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
区
内
一
部
地
域
を

火
災
延
焼
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

し
、
防
災
都
市
づ
く
り
を
考
え

ま
す
。

　

�
２
月　

日
�
、
３
月
５
日

２６

�
・
７
日
�
・　

日
�
午
後
６

１２

時　

分
〜
８
時　

分
�
区
役
所

３０

３０

本
庁
舎
ほ
か
�
神
戸
大
学
助
教

費

申

問

他

時

場

師

名
（
抽
選
）
�
一
人
一
〇
〇
〇

円
�
往
復
ハ
ガ
キ
に
「
３
月
の

施
設
め
ぐ
り
」
と
明
記
し
、
参

加
希
望
者
全
員
の
氏
名
・
年
齢
・

性
別
と
代
表
者
の
住
所
・
電
話

番
号
を
書
い
て
、２
月　

日（
必

１７

着
）
ま
で
に
区
政
相
談
課
施
設

め
ぐ
り
担
当
へ
�
同
課

浜
田
山
お
や
こ
演
劇
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

�
２
月　

日
�
午
後
１
時　

１６

３０

分
〜
３
時　

分
�
浜
田
山
会
館

３０

（
浜
田
山
１
―　

―
３
）
�
地

３６

域
の
グ
ル
ー
プ
、
児
童
館
に
よ

る
人
形
劇
、
和
太
鼓
、
手
話
、

朗
読
な
ど
�
無
料
�
二
五
〇
名

（
先
着
順
）
�
当
日
、
直
接
会

場
へ
�
浜
田
山
児
童
館
・
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
事
務

局
�
３
３
１
７
‐
５
１
６
６

��
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー

区
民
企
画
事
業 

市
川
房
枝
「
八
十
七
歳

の
青
春
」
ビ
デ
オ
上
映

と
お
話

　

女
性
た
ち
に
参
政
権
が
与
え

ら
れ
て
五
七
年
に
な
り
ま
す
。

多
く
の
先
輩
た
ち
の
平
等
・
福

祉
・
平
和
を
願
っ
た
長
年
の
女

性
の
参
政
権
獲
得
運
動
が
達
成

さ
れ
た
の
で
す
。

　

そ
の
中
心
に
な
り
女
性
の
解

放
、
女
性
参
政
権
の
獲
得
に
努

力
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
市
川
房

枝
さ
ん
の
生
涯
を
通
し
て
、
何

が
彼
女
を
そ
う
さ
せ
た
の
か
、

ビ
デ
オ
と
お
話
で
女
性
問
題
を

見
つ
め
直
し
ま
す
。

　

�
・
�
右
表
の
と
お
り
�
男

女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
�
区
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
�
三

費

申

問

時

場

内

費

定

申

問
時

内

場
対

定

〈市川房枝「八十七歳の青春」ビデオ上映とお話〉
講　　師内　　容月　日

― ―ビデオ「八十七歳の青
春」上映２月２２日

市川房枝政治資金
調査室運営委員長
　　　紀平　悌子

みんなの知らない市川
房枝さんをご紹介して
いいですか

３月１日

※いずれも、土曜日の午後１時３０分～３時３０分。

す
ぎ
な
み　

ア
ー
ト
・

コ
レ
ク
シ
ョ
ン　

　

区
所
蔵
美
術
品
の
う
ち
、

「
花
」
を
テ
ー
マ
に
描
か
れ
た

作
品
五
点
を
、「
す
ぎ
な
み　

ア

ー
ト
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」（
区
役

所
二
階
）
で
、
３
月　

日
�
ま

３１

で
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

�
文
化
・
交
流
課

明
治
神
宮
で
バ
ー
ド
ウ

ォ
ッ
チ
ン
グ

　

�
２
月　

日
�
午
前　

時
集

１９

１０

合
（
区
後
援
）
�
集
合
場
所
＝

明
治
神
宮
大
鳥
居
前
（
Ｊ
Ｒ
原

宿
駅
下
車
）
�
野
鳥
と
植
物
の

観
察
�
五
〇
名
（
抽
選
）
�
五

〇
〇
円
（
保
険
料
・
資
料
代
な

ど
。
内
苑
へ
の
入
苑
料
・
交
通

問時

場
内

定

定

費
は
各
自
負
担
）
�
往
復
ハ
ガ

キ
（
２
面
記
入
例
参
照
・
連
名

可
）
で
、
２
月　

日
（
必
着
）

１０

ま
で
に
公
園
緑
地
課
み
ど
り
の

係
へ
�
み
ど
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
杉
並
自
然
観
察
の
会
・
六
車

�
０
９
０
‐
６
７
１
９
‐
３
５

１
６
（
午
後
６
時
以
降
）

裂
き
織
り
―
入
門
編

　

簡
易
織
り
機
と
足
踏
み
織
り

機
を
使
っ
て
、
裂
き
織
り
の
基

本
を
学
び
ま
す

　

�
２
月　

日
�
・　

日
�
・

１８

２５

　

日
�
い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜

２８４
時
�
リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高

井
戸
�
各
回
五
名
�
六
〇
〇
円

�
往
復
ハ
ガ
キ
（
２
面
記
入
例

参
照
）
に
希
望
日
も
書
い
て
、

２
月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
リ

１１

申

問
時

場定

費

申

サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸
（
〒

　

‐
０
０
７
２
高
井
戸
東
３
―

１６８７
―
４
）
へ
�
同
ひ
ろ
ば
�
３

３
３
１
‐
４
３
６
０
（
水
・
木

曜
休
館
）

３
月
の
施
設
め
ぐ
り

　

杉
並
区
の
不
燃
ご
み
の
ゆ
く

え
を
た
ど
り
な
が
ら
、
ご
み
の

減
量
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

　

�
３
月
６
日
�
午
前
８
時　
３０

分
〜
午
後
４
時　

分
�
コ
ー
ス

３０

＝
区
役
所
↓
杉
並
中
継
所
↓
中

央
防
波
堤
埋
立
処
分
場
（
江
東

区
）
↓
区
役
所
（
全
行
程
貸
切

バ
ス
で
移
動
。
昼
食
は
用
意
し

ま
す
）
�
区
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方
（
小
学
生
以
下
は
付

き
添
い
が
必
要
で
す
）
�
四
二

問

時

内

対

定

授
・
田
所
諭
ほ
か
�
区
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
方
�
二
〇
名（
抽

選
）
�
・
�
電
話
で
、
ま
ち
づ

く
り
推
進
課
地
区
整
備
担
当
へ

環
境
教
育
指
導
者
養
成

セ
ミ
ナ
ー

　

環
境
教
育
に
必
要
な
知
識
と

と
も
に
、
指
導
法
・
ノ
ウ
ハ
ウ
・

対定

申

問

環
境
学
習
の
実
例
・
環
境
学
習

の
行
動
指
針
な
ど
を
実
践
的
に

学
習
し
ま
す
。（
区
共
催
）

　

�
２
月　

日
�
午
前　

時
〜

１５

１０

午
後
５
時　

分
�
セ
シ
オ
ン
杉

３０

並
（
梅
里
１
―　

―　

）
�
一

２２

３２

五
〇
名
（
先
着
順
）
�
一
五
〇

〇
円
（
テ
キ
ス
ト
・
資
料
代
）

�
往
復
ハ
ガ
キ
（
２
面
記
入
例

時

場

定

費

申

参
照
）
で
、
松
木
茂
（
〒　

‐
１６８

０
０
１
５
成
田
東
４
―
３
―　
３１

―　

）
へ
�
松
木
茂
�
３
３
９

４０２
２
‐
０
６
６
９
�
証
明
書
・
認

定
書
を
Ａ
・
Ｂ
の
二
コ
ー
ス
に

交
付
し
ま
す
。
た
だ
し
、
Ｂ
コ

ー
ス
は
後
日
、
活
動
計
画
書
・

論
文
・
行
動
経
歴
な
ど
の
提
出

が
必
要
で
す 問

他

�

�

�

�

��������������������������

��������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

���������	
�	

��������	
��
����

～文明と美術～
　東西文明の交わるトルコ文化。そ

の７０００年にわたる多彩な文化を、ア

ナトリア文明、ギリシャ・ローマ美

術、ビザンティン美術、セルジュク・

オスマン美術、そしてコーヒーセレ

モニーにまつわる美術品を通して紹

介します（イスタンブールのサドベ

ルク・ハヌム美術館所蔵の６２１点によ

る構成）。

　�３月１３日�午後１時３０分～３時

３０分（区共催）�サントリー美術館

（港区元赤坂１‐２‐３東京サント

リービル１１階）�解説＝学芸員・丹羽理恵子�区内在住・在勤・在学の方�

３５名（抽選）�１０００円（交通費は別途自己負担）�往復ハガキ（２面記入例

参照）で、２月２１日（必着）までに、社会教育センター（〒１６６‐００１１梅里１

‐２２‐３２）へ�杉並ユネスコ協会事務局・国島�３３９４‐９４８２

時

場

師 対 定

費 申

問

▲イズニック窯　帆船文皿

文
化
・
交
流
協
会
の
催
し

文
化
・
交
流
協
会
の
催
し

�
日
本
フ
ィ
ル　

シ
ー
ズ

ン
コ
ン
サ
ー
ト
「
春
」 

〜
日
本
フ
ィ
ル
が
贈
る

「
ス
ペ
イ
ン
の
響
き
」
と

「
明
日
へ
の
輝
き
」
〜

　

杉
並
公
会
堂
閉
館
中
は

「
な
か
の
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
」
ホ
ー

ル
か
ら
お
送
り
す
る
「
日
本

フ
ィ
ル
シ
ー
ズ
ン
コ
ン
サ
ー

ト
」。

　

記
念
す
べ
き
第
一
回
目

は
、
今
注
目
の
指
揮
者
藤
岡

幸
夫
と
実
力
派
バ
イ
オ
リ
ニ

ス
ト
小
林
美
恵
の
華
や
か
な

共
演
で
お
贈
り
し
ま
す
。

　

�
５
月
２
日
�
午
後
６
時

　

分
開
演
（
６
時
開
場
）
�

３０な
か
の
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
・
大
ホ
ー

時

場

ル
（
中
野
区
中
野
２
―
９
―

７
）
�
出
演
＝
指
揮
＝
藤
岡

幸
夫
／
ソ
リ
ス
ト
＝
小
林
美

恵
（
バ
イ
オ
リ
ン
）
／
管
弦

楽
＝
日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ

ー
交
響
楽
団
▽
曲
目
＝
ビ
ゼ

ー
／
歌
劇
「
カ
ル
メ
ン
」
組

曲
よ
り
、
ラ
ロ
／
ス
ペ
イ
ン

交
響
曲
、
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
／

交
響
曲
第
五
番
「
運
命
」
�

三
〇
〇
〇
円
（
全
席
指
定
・

会
員
割
引
有
）
�
チ
ケ
ッ
ト

発
売
開
始
＝
２
月
７
日
�
午

後
１
時
〜

�
シ
ア
タ
ー
ト
ー
ク 

女
優
・
吉
行
和
子
が
語
る 

芝
居
の
面
白
さ 

人
生
の
楽
し
さ    

　

舞
台
、
映
画
、
テ
レ
ビ
で

活
躍
中
の
女
優
・
吉
行
和
子

さ
ん
の
素
顔
に
出
会
え
る
シ

ア
タ
ー
ト
ー
ク
。
演
出
家
の

石
澤
秀
二
さ
ん
が
お
話
を
伺

い
ま
す
。

内

費

他

　

�
３
月　

日
�
午
後
２
時

２９

（
１
時　

分
開
場
）
�
浜
田

３０

山
会
館
（
浜
田
山
１
―　

―
３６

３
）
�
二
〇
〇
名
�
二
〇
〇

〇
円
（
全
席
自
由
・
会
員
割

引
あ
り
）
�
チ
ケ
ッ
ト
発
売

開
始
＝
２
月
７
日
�
午
後
１

時
〜

☆

▽
チ
ケ
ッ
ト
の
お
求
め

　

販
売
窓
口
＝
�
文
化
・
交

流
協
会
・
文
化
係
（
上
荻
３

―　

―
５
杉
並
会
館
内
）
午

２９
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
初
日

は
電
話
予
約
の
み
）
�
区
役

所
ロ
ビ
ー
売
店
「
コ
ミ
ュ
か

る
」
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　

分
／
い
ず
れ
も
月
〜
金
曜

３０日
（
祝
日
は
除
く
）
�
杉
並

公
会
堂
（
月
曜
休
館
・
３
月

　

日
ま
で
）
午
前
９
時
〜
午

２３後
５
時
�
各
地
域
区
民
セ
ン

タ
ー
／
開
館
日
の
午
前
９
時

〜
午
後
８
時
�
チ
ケ
ッ
ト
ぴ

あ
�
０
５
７
０
‐
０
２
‐
９

９
９
９（
日
本
フ
ィ
ル
の
み
、

２
月
８
日
よ
り
販
売
）
�
文

化
・
交
流
協
会
文
化
係
�
５

３
１
１
‐
７
０
３
５

時

場

定

費

他

問

▲藤岡幸夫▲小林美恵

▲吉行和子
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〈糖尿病予防教室〉

会　　　場講　　師内　　　　容日　　　時

高円寺保健センター
（高円寺南３‐２４‐１５）

東京慈恵会医科大学
病院　

医師　西村理明

糖尿病とは・予備軍だからこ
そ注意・合併症を予防するポ
イント

２月１３日∫

午後２時～４時

馬橋会議室（高円寺南
３‐３１‐３・高円寺保
健センター斜め隣）

高円寺保健センター
栄養士食事の基本・交換表の使い方　　１９日π

午後２時～４時

セシオン杉並体育室
（梅里１‐２２‐３２）

武蔵野短期大学
教授　輪嶋直幸楽しく毎日の生活に運動を　　２１日ª

午後２時～４時

セシオン杉並料理室
済生会横浜市南部病
院栄養科長　戸村加
洋子

糖尿病食を作って食べてみよ
う～料理実習

　　２５日∏

午前１０時～
　午後０時３０分

高円寺保健センター
東京慈恵会医科大学
病院第３内科管理栄
養士　蒲池佳子

しっかり食べて糖尿病予防の
事例を聞く

　　２８日ª

午後２時～４時

※２１日は運動の出来る服装と室内用運動靴を持参。２５日はエプロン、三角きん、ふきんをご用意下さ
い。

〈健康で長生きするため栄養講座〉

会　　　場内　　容日　　時

上井草保健センター
（上井草３‐８‐１９）

健康的な食生活と
は？

２月１４日ª

午前１０時～正午

西荻地域区民センタ
ー料理室
（桃井４‐３‐２）

バランスよい食事
を作ってみる

　　２１日ª

午前１０時～午後
２時

�
郷
土
史
講
座 

近
年
話
題
の
古
代
の
遺

跡
　

�
２
月　

日
�
午
後
１
時　

１６

３０

分
〜
３
時　

分
（
区
共
催
）
�

３０

セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里
１
―　
２２

―　

）
�
東
京
近
県
の
古
代
遺

３２
跡
と
そ
の
発
掘
状
況
な
ど
�
杉

並
郷
土
史
会
役
員
・
木
村
光
雄

�
七
〇
名
�
五
〇
〇
円
（
会
員

三
〇
〇
円
）
�
当
日
、
直
接
会

場
へ
�
杉
並
区
歴
史
研
究
団
体

連
絡
会
・
原
田
�
３
３
１
２
‐

６
６
２
３

落
ち
葉
と
生
ご
み
で 

た
い
肥
づ
く
り
講
習
会

　

ベ
ラ
ン
ダ
で
も
出
来
る
ポ
リ

バ
ケ
ツ
を
使
っ
て
の
た
い
肥
づ

く
り
を
習
い
ま
せ
ん
か
。

　

�
２
月　

日
�
午
前　

時　

２４

１０

３０

分
〜
正
午
�
リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ

ば
高
井
戸
�
四
〇
名
�
一
〇
〇

円
（
資
料
代
別
途
）
�
往
復
ハ

ガ
キ
（
２
面
記
入
例
参
照
）
に

希
望
日
も
書
い
て
、
２
月　

日
１４

（
必
着
）
ま
で
に
リ
サ
イ
ク
ル

ひ
ろ
ば
高
井
戸
（
〒　

‐
０
０

１６８

時

場

内

師

定

費
申

問
時

場定

費申

７
２
高
井
戸
東
３
―
７
―
４
）

へ
�
同
ひ
ろ
ば
�
３
３
３
１
‐

４
３
６
０
（
水
・
木
曜
休
館
）

平
野
裕
二
と
読
む
・
国

連
「
子
ど
も
の
権
利
条

約
」

　

１
９
８
９
年
に
国
連
で
採
択

さ
れ
、
１
９
９
４
年
に
日
本
で

も
批
准
さ
れ
た
こ
の
条
約
に
つ

い
て
、
テ
ー
マ
ご
と
に
条
文
を

ま
と
め
な
が
ら
、
わ
か
り
や
す

く
学
習
し
ま
す
。
３
月
ま
で
の

毎
月
一
回
開
催
予
定
で
す
。（
区

後
援
）

　

�
２
月　

日
�
午
後
６
時　

２１

３０

分
〜
８
時　

分
�
阿
佐
谷
区
民

３０

事
務
所
（
阿
佐
谷
北
２
―　

―
１８

　

）
�
第
八
回
「
と
く
に
困
難

１７な
状
況
に
置
か
れ
た
子
ど
も
」

�
杉
並
に
子
ど
も
の
人
権
を
守

る
し
く
み
を
つ
く
る
会
共
同
代

表
・
平
野
裕
二
�
三
〇
〇
円（
毎

回
）、テ
キ
ス
ト
代
一
〇
〇
〇
円

（
全
回
共
通
で
使
用
）
�
当
日
、

直
接
会
場
へ
�
杉
並
に
子
ど
も

の
人
権
を
守
る
し
く
み
を
つ
く

る
会
・
山
内
�
・　

３
３
９
５

FAX

‐
２
６
９
５

問時

場

内

師

費

申

問

�
育
児
講
習
会 

小
児
科
医
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ

　

お
医
者
さ
ん
へ
の
か
か
り
方

や
薬
の
こ
と
、
気
に
な
る
症
状

な
ど
、
こ
の
機
会
に
聞
い
て
み

ま
せ
ん
か
。

　

�
２
月　

日
�
午
前　

時
〜

２０

１０

正
午
�
高
井
戸
保
健
セ
ン
タ
ー

（
高
井
戸
東
３
―　

―
３
）
�

２０

宮
下
小
児
科
医
院
医
師
・
佐
々

木
礼
子
�
０
歳
の
第
一
子
の
保

護
者
�
五
〇
名
�
無
料
�
・
�

２
月
３
日
か
ら
電
話
で
、
高
井

戸
保
健
セ
ン
タ
ー
�
３
３
３
４

‐
４
３
０
４
へ
（
先
着
順
）
�

託
児
が
あ
り
ま
す
（
先
着
二
五

名
）

�
ひ
き
こ
も
り
か
ら
一
歩
を

ふ
み
だ
す
た
め
に 

ひ
き
こ
も
り
の
理
解
と

家
族
の
対
応

　

�
２
月　

日
�
午
後
１
時　

２７

３０

分
〜
３
時　

分
�
上
井
草
保
健

３０

セ
ン
タ
ー
（
上
井
草
３
―
８
―

　

）
�
ひ
き
こ
も
り
に
つ
い
て

１９の
理
解
と
、
家
族
の
対
応
に
つ

い
て
学
ぶ
�
わ
い
わ
い
ギ
ル
ド

代
表
・
星
一
郎
�
区
内
在
住
・

在
勤
で
、
テ
ー
マ
に
関
心
の
あ

る
方
�
二
五
名
�
無
料
�
・
�

電
話
で
、
上
井
草
保
健
セ
ン
タ

ー
�
３
３
９
４
‐
１
２
１
２
へ

（
先
着
順
）

�
講
演
会 

子
育
て
の
今
、
何
が
大

切
か
を
考
え
る

　
『
輝
け
る
子
』（
１
万
年
堂
出

版
）
の
著
者
で
富
山
県
に
お
住

い
の
、
明
橋
大
二
さ
ん
（
医
師
・

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）
に
お
話
を
伺

い
ま
す
。（
区
共
催
）

　

�
２
月
８
日
�
午
後
４
時

時
場

師

対
定

費

申

問他

時

場

内

師

対

定

費

申

問

時

（
３
時　

分
開
場
）
�
講
演
＝

３０

「
が
ん
ば
れ
」
で
な
く
、「
が
ん

ば
っ
て
る
ね
」
の
方
が
い
い
�

久
我
山
小
学
校
視
聴
覚
室
（
久

我
山
５
―　

―
７
）
�
無
料
�
・

１８

�
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
、

久
我
山
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
同
好
会

ス
テ
ッ
プ
・
富
永
�
・　

５
３

FAX

７
０
‐
０
２
２
３
へ

初
め
て
誕
生
日
を
迎
え

た
子
ど
も
と
お
母
さ
ん

の
た
め
の
育
児
教
室

　

�
・
�
・
�
�
２
月　

日
�

１２

講
演
「
１
歳
児
の
心
身
発
達
特

徴
と
か
か
わ
り
方
」（
鈴
木
宏

子
）
�　

日
�
＝
「
１
歳
児
か

１４

ら
の
健
康
な
か
ら
だ
づ
く
り
」

�　

日
�
＝
親
子
で
手
遊
び
、

１９
お
母
さ
ん
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体

操
／
時
間
は
い
ず
れ
も
、
午
前

　

時
〜
正
午
�
高
円
寺
保
健
セ

１０ン
タ
ー
（
高
円
寺
南
３
―　

―
２４

　

）
�　

年　

月
〜　

年
３
月

１５

１３

１２

１４

生
ま
れ
の
第
一
子
と
保
護
者
で

全
日
程
参
加
で
き
る
方
�
二
〇

名
�
無
料
�
・
�
電
話
で
、
高

円
寺
保
健
セ
ン
タ
ー
�
３
３
１

１
‐
０
１
１
６
へ
（
先
着
順
）

�
健
康
づ
く
り
支
援
事
業 

ス
ト
レ
ッ
チ
で
疲
れ
知

ら
ず

　

体
の
筋
肉
を
ほ
ぐ
し
て
気
持

ち
よ
さ
を
感
じ
、
そ
の
効
果
を

知
り
ま
し
ょ
う
。

　

�
２
月　

日
�
午
前　

時
〜

１９

１０

正
午
�
荻
窪
保
健
セ
ン
タ
ー

（
荻
窪
５
―　

―
１
）
�
ス
ト

２０

レ
ッ
チ
運
動
を
中
心
に
し
た
健

康
体
操
�
健
康
運
動
指
導
士
・

鹿
島
鈴
香
�
三
〇
名
�
無
料

�
・
�
電
話
で
、
同
保
健
セ
ン

タ
ー
�
３
３
９
１
‐
０
０
１
５

へ
（
先
着
順
）
�
運
動
し
や
す

い
服
装
と
室
内
用
の
運
動
靴
を

内

場

費

申

問
時

内

師場

対

定

費

申

問

時
場

内

師

定

費

申

問

他

お
持
ち
く
だ
さ
い

健
康
で
長
生
き
す
る
た

め
の
栄
養
講
座

　

�
・
�
・
�
下
表
の
と
お
り

�
区
内
在
住
の
方
�
二
五
名
�

三
〇
〇
円
�
・
�
電
話
で
、
上

井
草
保
健
セ
ン
タ
ー
�
３
３
９

４
‐
１
２
１
２
へ
（
先
着
順
）

�
生
活
習
慣
病
予
防
教
室

（
土
曜
日
開
催
） 

今
な
ら
間
に
合
う
高
脂

血
症

　

�
２
月　

日
�
午
前　

時
〜

２２

１０

正
午
�
高
井
戸
保
健
セ
ン
タ
ー

（
高
井
戸
東
３
―　

―
３
）
�

２０

生
活
習
慣
改
善
（
生
活
・
食
事
・

歯
）
の
お
話
�
健
診
の
結
果
が

要
指
導
と
言
わ
れ
た
方
�
四
〇

名
�
無
料
�
・
�
電
話
で
、
高

井
戸
保
健
セ
ン
タ
ー
�
３
３
３

４
‐
４
３
０
４
へ
（
先
着
順
）

�
歯
ブ
ラ
シ
・
健
康
手
帳
を
お

持
ち
く
だ
さ
い

�
歯
の
健
康
を
考
え
る 

自
分
の
歯
を
長
持
ち
さ

せ
る
に
は

　

�
２
月　

日
�
午
後
２
時　

２１

３０

分
〜
４
時
�
荻
窪
保
健
セ
ン
タ

ー
（
荻
窪
５
―　

―
１
）
�
歯

２０

科
医
師
・
佐
藤
修
�
区
内
在
住
・

在
勤
の
方
�
五
〇
名
�
無
料

�
・
�
電
話
で
、
荻
窪
保
健
セ

ン
タ
ー
�
３
３
９
１
‐
０
０
１

５
へ

�
区
制
七
〇
周
年
記
念
公
開

講
座 

漢
方
薬
の
知
識

　

�
２
月　

日
�
午
後
２
時
〜

１２

４
時
�
高
齢
者
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー（
高
井
戸
東
３
―
７
―
５
）

�
株
式
会
社
ツ
ム
ラ
広
報
課

長
・
中
島
実
�
区
内
在
住
で　
６０

時

場

内

対

定

費

申

問

時
場

内

対

定

費

申

問

他
時

場

師

対

定

費

申

問
時

場

師

対

歳
以
上
の
方
�
六
〇
名
（
先
着

順
）
�
無
料
�
当
日
、
直
接
会

場
へ
�
高
齢
者
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
内
・
杉
の
樹
大
学
事
務
局

�
３
３
３
１
‐
９
２
１
１

�
糖
尿
病
予
防
教
室 

ス
ト
ッ
プ
ザ
糖
尿
病

　

�
・
�
・
�
・
�
右
下
表
の

と
お
り
�
区
内
在
住
・
在
勤
の

糖
尿
病
の
方
、
血
糖
値
が
高
め

の
方
と
そ
の
家
族
の
方
�
三
〇

名
�
四
〇
〇
円
（
食
材
費
）
�
・

�
電
話
で
、
高
円
寺
保
健
セ
ン

タ
ー
�
３
３
１
１
‐
０
１
１
６

へ
（
先
着
順
）

�
桃
五
小
学
校
地
域
子
育
て

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業 

星
川
ひ
ろ
子
講
演
会
「
し

ょ
う
が
い
っ
て
な
ぁ
に
？
」

＆
写
真
展
「
ち
え
ち
ゃ
ん

の
卒
業
式
」

　

障
害
の
こ
と
を
テ
ー
マ
に
、

写
真
絵
本
を
出
版
し
て
い
る
星

川
ひ
ろ
子
さ
ん
に
、
ス
ラ
イ
ド

を
使
っ
て
お
話
し
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
写
真
展
を
同
時
開
催

し
ま
す
。
お
話
の
あ
と
は
、
星

定

費

申

問
時

場

内

師

対

定

費

申

問

川
さ
ん
と
自
由
に
意
見
交
換
す

る
時
間
が
あ
り
ま
す
。

　

�
２
月　

日
�
午
前　

時
〜

１７

１０

正
午
�
下
井
草
児
童
館
（
下
井

草
３
―　

―
９
）
�
・
�
２
月

１３

　

日
ま
で
に
下
井
草
児
童
館
�

１４３
３
９
６
‐
８
８
８
８
へ
�
託

児
が
あ
り
ま
す

地
域
に
お
け
る
高
齢
者

の
フ
ッ
ト
ケ
ア
教
室

　

高
齢
・
病
気
な
ど
で
放
置
し

が
ち
な
足
指
・
爪
の
適
切
な
手

入
れ
方
法
な
ど
に
つ
い
て
の
講

座
で
す
。
健
康
な
足
指
が
、
快

適
な
生
活
に
つ
な
が
り
ま
す
。

（
区
後
援
）

　

�
２
月　

日
�
午
後
２
時
〜

２１

４
時
�
区
役
所
中
棟
六
階
第
四

会
議
室
�
済
生
会
川
口
総
合
病

時
場

申

問
他

時
場

師

院
皮
膚
科
部
長
・
加
藤
卓
朗
／

メ
デ
ィ
カ
ル
フ
ッ
ト
ケ
ア
Ｊ
Ｆ

協
会
代
表
・
宮
川
晴
妃
�
無
料

�
一
二
〇
名
（
先
着
順
）
�
当

日
、
直
接
会
場
へ
�
杉
並
区
社

会
福
祉
協
議
会
�
５
３
０
６
‐

１
０
１
０
�
厚
生
労
働
省
の
介

護
予
防
委
託
研
究
事
業
で
す

家
族
介
護
教
室

　

�
２
月　

日
�
午
後
１
時　

１９

３０

分
〜
３
時
�
阿
佐
谷
北
ふ
れ
あ

い
の
家
（
阿
佐
谷
北
１
―
２
―

１
）
�
テ
ー
マ
＝
「
体
の
こ
と

知
っ
て
い
ま
す
か
？
�
」
高
齢

者
の
痔
・
便
秘
・
失
禁
に
つ
い

て
�
無
料
�
一
五
名
�
・
�
電

話
で
、
同
ふ
れ
あ
い
の
家
�
３

３
３
８
‐
８
６
３
０
へ
（
先
着

順
）

費

定

申

問

他

時

場

内
費

定

申

問

　

区
内
の
魚
屋
さ
ん
が
親
切

に
指
導
し
ま
す
。

　

�
２
月　

日
�
午
前
９
時

２６

　

分
〜
正
午
�
阿
佐
谷
地
域

３０区
民
セ
ン
タ
ー
（
阿
佐
谷
南

１
―　

―　

）
�
杉
並
区
魚

４７

１７

商
連
合
会
会
員
�
区
内
在

住
・
在
勤
の
方
�
二
四
名（
抽

選
）
�
一
〇
〇
〇
円
�
ハ
ガ

キ
（
２
面
記
入
例
参
照
）
で

２
月　

日
（
必
着
）
ま
で
に

１２

消
費
生
活
課
（
〒　

‐
０
０

１６６

時

場
師

対
定

費

申

０
４
阿
佐
谷
南
１
―　

―
３６

４
）へ
�
同
課
�
３
３
１
４
‐

３
６
４
３ 問

魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚
のののののののののののののののの
おおおおおおおおおおおおおおおお
ろろろろろろろろろろろろろろろろ
しししししししししししししししし
方方方方方方方方方方方方方方方方
教教教教教教教教教教教教教教教教
室室室室室室室室室室室室室室室室

魚
の
お
ろ
し
方
教
室
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�
阿
佐
谷
北
ふ
れ
あ
い
の
家

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

�
配
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

�
夕
食
（
お
弁
当
）
の
配
達

と
安
否
の
確
認
▽
活
動
日
＝
月

曜
日
〜
土
曜
日
の
間
で
都
合
の

良
い
日
（
週
一
回
で
も
可
）
▽

活
動
時
間
＝
午
後
４
時
ご
ろ
か

ら　

分
程
度
▽
配
達
地
域
＝
阿

３０
佐
谷
北
・
阿
佐
谷
南
お
よ
び
そ

の
近
隣
で
二
〜
三
件
▽
活
動
方

法
＝
自
転
車
か
徒
歩

�
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
　

�
高
齢
者
の
方
々
の
話
し
相

手
や
、
ゲ
ー
ム
・
手
工
芸
の
お

手
伝
い
、
外
出
の
付
き
添
い
な

内内

ど
▽
活
動
日
＝
月
曜
日
〜
土
曜

日
の
間
で
都
合
の
良
い
日
▽
活

動
時
間
＝
午
前
９
時
〜
午
後
４

時
頃
ま
で
の
間
（
応
相
談
）
▽

そ
の
他
＝
資
格
な
ど
は
問
い
ま

せ
ん

☆

　

�
・
�
電
話
で
、
阿
佐
谷
北

ふ
れ
あ
い
の
家
�
３
３
３
８
‐

８
６
３
０
へ

�
阿
佐
谷
北
ふ
れ
あ
い
の
家

非
常
勤
看
護
職
員

　

�
勤
務
日
な
ど
＝
週
二
〜
三

日
、
午
前
８
時　

分
〜
午
後
５

３０

時
の
う
ち
一
日
六
時
間
程
度
、

土
曜
日
で
き
る
方
歓
迎
▽
資
格

＝
看
護
師
ま
た
は
准
看
護
師
免

許
を
お
持
ち
の
方
▽
募
集
人
数

＝
若
干
名
▽
時
給
＝
正
看
護
師

＝
一
三
〇
〇
円
以
上
、
准
看
護

師
＝
一
〇
〇
〇
円
以
上
�
履
歴

書
を
、
２
月　

日
（
必
着
）
ま

１４

で
に
阿
佐
谷
北
ふ
れ
あ
い
の
家

（
〒　

‐
０
０
０
１
阿
佐
谷
北

１６６

１
―
２
―
１
）
へ
�
同
ふ
れ
あ

い
の
家
�
３
３
３
８
‐
８
６
３

０
申

問

内

申

問

〈ガールスカウト団員〉

連　　絡　　先集　　会　　場　　所募 集 団

@３３３３‐４５３０坂口　光江双百合幼稚園（南 荻 窪１‐４‐１２）東京都　５７団

@３３１１‐０１０５山口　良子大 宮 八 幡 宮（大　　宮２‐３‐１）東京都　６２団

@３３０２‐８６９８松木　コトエ和田中央児童館（和　　田１‐３８‐１８）東京都　９２団

@３３９２‐６７４９梶原　美惠子桃 井 児 童 館（桃　　井２‐１０‐９）東京都１３９団

@３３１１‐３６１１浜崎　美津子阿佐谷南児童館（阿佐谷南１‐１４‐８）東京都１５１団

▽
愛
称
が
決
定
し
ま
し
た

　
　

年　

月
に
開
設
し
た
活
動

１４

１０

推
進
セ
ン
タ
ー
の
愛
称
を
区
民

の
皆
さ
ん
に
募
集
し
た
と
こ

ろ
、
六
四
件
の
候
補
作
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
で
検

討
し
た
結
果
、
愛
称
が
「
Ｎ
Ｐ

Ｏ
・
Ｖ
プ
ラ
ザ
杉
並
」（
読
み
方
・

エ
ヌ
ピ
ー
オ
ー
・
ブ
ィ
プ
ラ
ザ

す
ぎ
な
み
）に
決
ま
り
ま
し
た
。

　

ご
応
募
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

未
来
を
え
が
く
Ｎ
Ｐ
Ｏ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修

　

市
民
活
動
団
体
が
効
果
的
な

事
業
運
営
を
果
た
す
た
め
に
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
人
材
育
成
に

関
し
て
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
運

営
）
研
修
を
行
い
ま
す
。

　

�
・
�
・
�
・
�
・
�
左
表

の
と
お
り

☆

　

�
・
�
電
話
で
、
杉
並
Ｎ
Ｐ

Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進

セ
ン
タ
ー
�
５
３
０
６
‐
３
９

３
９
へ

時

場

師

定

費

申

問

�
ご
利
用
く
だ
さ
い

杉
並
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

杉
並
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

活
動
推
進

活
動
推
進
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー

〈未来をえがくＮＰＯマネジメント研修〉

　�ＮＰＯ・ボランティア活動と地域のネットワーク

２月２２日º午後１時３０分～４時３０分日　時

阿佐谷地域区民センター第４・５集会室 
（阿佐谷南１‐４７‐１７）会　場

東京都立大学助教授・玉野　和志 
複合施設をつくる会・吉田　阿津子講　師

４０名（先着順）定　員

３０００円参加費

　�次世代メンバー育っていますか？
　　～魅力あるＮＰＯになるために～

２月２４日∑午後１時３０分～４時３０分日　時

阿佐谷地域区民センター第４集会室会　場

龍谷大学助教授・筒井　のり子講　師

３０名（先着順）定　員

３０００円参加費

�
　

�
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
高

齢
者
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
・
相
談
、

リ
ハ
ビ
リ
体
操
な
ど
▽
勤
務
日

＝
週
二
〜
四
日
、
午
前
９
時
〜

午
後
４
時　

分
▽
資
格
＝
看
護

３０

師
ま
た
は
准
看
護
師
免
許
を
有

す
る
方
▽
時
給
＝
一
四
五
〇
円

�
若
干
名
�
履
歴
書
を
２
月
５

日
ま
で
に
和
泉
ふ
れ
あ
い
の
家

（
〒　

‐
０
０
６
３
和
泉
４
―

１６８

　

―　

）
へ
�
同
ふ
れ
あ
い
の

４０

３１

家
�
３
３
２
１
‐
４
８
０
８

�
　

�
▽
職
種
＝
�
介
護
職
員
�

運
転
職
員
▽
勤
務
日
＝
�
日

曜
・
金
曜
を
除
く
各
曜
日
（
応

相
談
）
�
応
相
談
▽
勤
務
時
間

＝
�
午
前
８
時　

分
〜　

時
お

３０

１１

よ
び
午
後
２
時　

分
〜
５
時

３０

（
実
働
五
時
間
）
�
午
前
８
時

　

分
〜
午
後
５
時　

分
（
実
働

３０

３０

八
時
間
）
▽
時
給
＝
九
〇
〇
円

�
若
干
名
�
・
�
電
話
で
、
八

成
ふ
れ
あ
い
の
家
（
井
草
２
―

　

―
４
�
５
３
１
１
‐
３
６
３

２５７
）
へ

�
　

�
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の

介
護
▽
勤
務
時
間
＝
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
（
実
働
六
時
間
）

▽
資
格
＝
高
齢
者
の
介
護
に
熱

意
の
あ
る　

歳
未
満
の
方
▽
時

５０

給
＝
九
五
〇
円
�
若
干
名
�
写

真
を
は
っ
た
履
歴
書
を
２
月　
１５

日
ま
で
に
下
井
草
ふ
れ
あ
い
の

家
（
〒　

‐
０
０
２
２
下
井
草

１６７

４
―　

―
４
）
へ
郵
送
ま
た
は

２２

持
参
�
同
ふ
れ
あ
い
の
家
�
３

３
９
０
‐
８
０
７
４

�
和
泉
ふ
れ
あ
い
の
家 

非
常
勤
看
護
職
員 

内
定

申
問

�
八
成
ふ
れ
あ
い
の
家 

非
常
勤
介
護
職
員
な
ど

内
定

申

問

�
下
井
草
ふ
れ
あ
い
の
家 

非
常
勤
介
護
職
員

内

定

申

問

消
費
者
セ
ン
タ
ー
嘱
託

員
（
消
費
生
活
相
談
員
）

　

�
勤
務
期
間
＝
４
月
１
日
か

ら
一
年
間（
五
回
ま
で
更
新
可
）

▽
勤
務
日
数
・
時
間
＝
月
一
六

日
勤
務
、
午
前
８
時　

分
〜
午

３０

後
５
時　

分
（
実
働
八
時
間
）

１５

▽
勤
務
場
所
＝
区
立
消
費
者
セ

ン
タ
ー
▽
勤
務
内
容
＝
消
費
生

活
に
関
す
る
相
談
▽
応
募
資
格

＝
消
費
生
活
専
門
相
談
員
ま
た

は
消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

有
資
格
者
で　

歳
未
満
の
方
▽

６０

募
集
人
数
＝
二
名
▽
月
額
報
酬

＝
約
一
五
万
円
以
上
（　

年
度

１５

予
定
）
▽
そ
の
他
＝
交
通
費
支

給
、
有
給
休
暇
、
社
会
保
険
、

健
康
診
断
あ
り
�
写
真
を
は
っ

た
履
歴
書
と
志
望
の
動
機
（
書

式
は
自
由
で
四
〇
〇
字
程
度
）

を
、
２
月　

日
（
必
着
）
ま
で

１４

に
消
費
者
セ
ン
タ
ー
（
〒　

‐
１６６

０
０
０
４
阿
佐
谷
南
１
―　

―
３６

４
三
幸
ビ
ル
二
階
）
へ
郵
送
ま

た
は
持
参
�
同
セ
ン
タ
ー
�
３

３
１
４
‐
３
６
４
３

「
杉
並
区
地
域
保
健
推

進
協
議
会
」
の
区
民
委

員
　

区
の
地
域
保
健
推
進
施
策
お

よ
び
保
健
所
の
運
営
な
ど
に
つ

い
て
協
議
す
る
「
杉
並
区
地
域

保
健
推
進
協
議
会
」
の
区
民
委

員
を
募
集
し
ま
す
。協
議
会
は
、

学
識
経
験
者
、
区
内
団
体
の
代

表
者
な
ど
の
ほ
か
、
公
募
に
よ

る
区
民
委
員
で
構
成
さ
れ
ま

す
。

　

�
任
期
＝
４
月
１
日
か
ら　
１７

年
３
月　

日
ま
で
の
二
年
間
▽

３１

会
議
開
催
＝
年
に
二
〜
三
回
▽

謝
礼
＝
会
議
一
回
に
つ
き
六
〇

〇
〇
円
�
区
内
在
住
の　

歳
以

２０

上
の
方
�
二
名
（
選
考
）
�
封

内

申

問

内

対定

申

書
（
２
面
記
入
例
参
照
）
に
職

業
も
記
入
し
、「
杉
並
区
の
保
健

衛
生
に
つ
い
て
」
の
意
見
（
八

〇
〇
字
程
度
）
を
添
え
て
２
月

　

日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
杉

１５並
保
健
所
健
康
推
進
課（
〒　

‐
１６７

０
０
５
１
荻
窪
５
―　

―
１
）

２０

へ
�
同
課
�
３
３
９
１
‐
１
０

１
５

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
団
員

　

自
然
や
仲
間
と
の
ふ
れ
あ
い

の
中
で
、
個
性
や
能
力
を
伸
ば

し
ま
し
ょ
う
。

　

�
女
子
小
学
生
�
・
�
右
下

表
の
と
お
り
�
各
団

�建
物
の
耐
震
診
断
や
耐

震
改
修
に
つ
い
て
の
無

料
相
談
会

　

専
門
家
に
よ
る
相
談
会
を
次

の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

　

�
２
月　

日
�
午
後
１
時
〜

１３

４
時
�
区
役
所
一
階
ロ
ビ
ー
�

問対

内

場

問

時
場

申

当
日
、
直
接
会
場
へ
�
建
築
課

建
築
監
理
係
�
図
面
な
ど
が
あ

る
場
合
は
お
持
ち
く
だ
さ
い

書
類
と
手
続
き
・
社
会

保
険
・
行
政
に
関
す
る

合
同
相
談
会

　

書
類
と
手
続
き
な
ん
で
も
相

談
、
労
働
・
社
会
保
険
相
談
、

行
政
相
談
の
三
つ
の
相
談
会
を

合
同
で
開
催
し
ま
す
。

　

�
２
月　

日
�
午
後
１
時
〜

１４

４
時
�
区
役
所
一
階
ロ
ビ
ー
�

無
料
�
当
日
、
直
接
会
場
へ
�

行
政
書
士
会
杉
並
支
部
�
０
１

２
０
‐
５
６
７
‐
５
３
７
、
社

会
保
険
労
務
士
会
杉
並
支
部
�

３
３
８
０
‐
２
４
６
１
、
区
役

所
区
政
相
談
課

問

他

時
場

費

申

問

　
　

月
末
日
現
在
、
約
二
三
一

１２
万
円
の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
内
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
活
動
推

進
協
議
会
の
審
査
を
へ
て
「
生

涯
学
習
知
の 
市  
庭 
」
へ
五
〇
万

い
ち 
ば

円
、「
す
ぎ
な
み
環
境
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
へ
一
〇
万
円
の
助
成
を
決

定
し
ま
し
た
。

　

�
地
域
課

問

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

障
害
基
礎
年
金
は
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

　

他
の
障
害
手
当
な
ど
と
は
違

う
制
度
で
す
の
で
、
他
の
年
金

と
の
併
給
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼　

歳
前
に
初
診
日
の
あ
る
病

２０気
や
ケ
ガ
で
心
身
に
障
害
の

あ
る
方

　

そ
の
障
害
の
程
度
に
よ
っ
て

は
、　

歳
以
降
年
金
を
受
け
る

２０

こ
と
が
で
き
ま
す
（
本
人
の
所

得
制
限
が
あ
り
ま
す
）。

▼
国
民
年
金
加
入
中
、
ま
た
は

老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る

　

歳
前
ま
で
に
初
診
日
の
あ

６５る
病
気
や
ケ
ガ
で
心
身
に
障

害
の
あ
る
方

　

そ
の
障
害
の
程
度
に
よ
っ
て

は
、
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
（
初
診
日
や
保
険
料
の

納
付
要
件
な
ど
条
件
が
あ
り
ま

す
）。

　

年
金
額
は
、
年
額
で
障
害
年

金
に
よ
る
等
級
該
当
が
、
１
級

＝
一
〇
〇
万
五
三
〇
〇
円
、
２

級
＝
八
〇
万
四
二
〇
〇
円
で
す

（　

年
４
月
１
日
現
在
）。

１４

　

�
国
民
年
金
課
年
金
給
付
係

問

ご
存
知
で
す
か
障
害
基
礎
年
金

問合せ主な内容日　時審議会名
審
議
会
の
お
知
ら
せ

清掃管理課
杉並区一般廃棄物処
理基本計画（素案）に
ついて

２月４日∏

午前１０時～
杉並区清掃審
議会

男女共同参
画推進担当

男女共同参画社会を
めざす杉並区行動計
画の改定について

２月１７日∑

午後２時～

男女共同参画
推進区民懇談
会

※日時は変更する場合があります。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
基
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

（
阿
佐
谷
南
１
―　

―　

）

４７

１７
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区
と
杉
並
区
レ
ジ
袋
削
減
推

進
協
議
会
は
、
よ
り
多
く
の
皆

さ
ん
に
レ
ジ
袋
の
削
減
行
動
を

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

　

今
年
の
区
内
に
お
け
る
レ
ジ

袋
の
削
減
目
標
は
、
７
月
ま
で

に　

％
で
す
。
こ
の
目
標
を
達

３３
成
す
る
た
め
に
は
、
三
人
に
一

人
の
割
合
で
、
お
買
物
の
際
に

レ
ジ
袋
の
辞
退
を
し
て
い
た
だ

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

区
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
で
き

る
だ
け
買
物
袋
を
持
っ
て
お
買

い
物
を
す
る
な
ど
、
レ
ジ
袋
削

減
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

�
左
表
の
と
お
り
�
経
済
勤

労
課
レ
ジ
袋
削
減
担
当

内

問

地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
な

ど
の
臨
時
休
館

　

４
月
１
日
�
か
ら
井
草
地
域

区
民
セ
ン
タ
ー
、
四
宮
区
民
集

会
所
、
八
成
区
民
集
会
所
、
西

荻
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
、
勤
労

福
祉
会
館
、
西
荻
南
区
民
集
会

所
、
高
井
戸
地
域
区
民
セ
ン
タ

ー
、
上
高
井
戸
区
民
集
会
所
、

永
福
和
泉
地
域
区
民
セ
ン
タ

ー
、
方
南
区
民
集
会
所
、
下
高

井
戸
区
民
集
会
所
の
運
営
管
理

�「
地
域
福
祉
活
動
計
画
」

の
概
要
説
明
お
よ
び
意

見
交
換
会

　

杉
並
区
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
現
在
、
地
域
福
祉
活
動
計
画

を
検
討
し
て
い
ま
す
。
計
画
の

概
要
説
明
と
地
域
福
祉
の
推
進

に
関
す
る
意
見
交
換
会
を
開
催

し
ま
す
。

　

�
・
�
�
２
月
６
日
�
＝
杉

並
公
会
堂（
上
荻
１
―　

―　

）

２３

１５

�
７
日
�
＝
高
井
戸
地
域
区
民

セ
ン
タ
ー
（
高
井
戸
東
３
―
７

―
５
）
�　

日
�
＝
井
草
区
民

１４

事
務
所（
下
井
草
４
―　

―
２
）

３０

／
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
７

時
〜
�
当
日
、
直
接
会
場
へ
�

杉
並
区
社
会
福
祉
協
議
会
�
５

３
０
６
‐
１
０
１
０

�
防
災
懇
談
会 

地
域
の
防
災
力
向
上

　

区
、
区
民
、
事
業
者
が
一
体

時

場
申

問

と
な
っ
た
防
災
対
策
を
進
め
て

い
く
た
め
に
、
ぜ
ひ
と
も
皆
さ

ん
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

　

�
・
�
東
部
地
域
＝
２
月　
１８

日
�
午
前
９
時　

分
〜　

時　

３０

１１

３０

分
／
区
役
所
第
四
会
議
室
（
中

棟
六
階
）
▽
北
部
地
域
＝
２
月

　

日
�
午
後
２
時
〜
４
時
／
井

１８草
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
（
下
井

草
５
―
７
―　

）
▽
西
部
地
域

２２

＝
２
月　

日
�
午
前　

時
〜
正

１９

１０

午
／
高
井
戸
地
域
区
民
セ
ン
タ

ー
（
高
井
戸
東
３
―
７
―
５
）

▽
南
部
地
域
＝
２
月　

日
�
午

２０

後
２
時
〜
４
時
／
永
福
和
泉
地

域
区
民
セ
ン
タ
ー
（
和
泉
３
―

８
―　

）
�
区
内
在
住
・
在
勤

１８

の
方
�
当
日
、直
接
会
場
へ（
ど

の
会
場
へ
参
加
し
て
も
結
構
で

す
）
�
防
災
課

「（
仮
称
）
赤
坂
九
丁
目

地
区
開
発
事
業
」
の
環

境
影
響
評
価
書
案
の
公

示
お
よ
び
縦
覧

　

�
公
示
＝
１
月　

日
�
▽
縦

２９

時

場
対

申問
時

覧
日
時
＝
１
月　

日
�
〜
２
月

２９

　

日
�
の
午
前
９
時　

分
〜
午

２７

３０

後
４
時　

分
（
土
曜
・
日
曜
日
、

３０

祝
日
は
除
く
）
�
縦
覧
場
所
＝

都
環
境
局
環
境
評
価
部
環
境
影

響
評
価
審
査
課
（
都
庁
第
一
本

庁
舎
北
塔
三
五
階
）、都
多
摩
環

境
事
務
所
（
立
川
市
錦
町
４
―

６
―
３
立
川
合
同
庁
舎
四
階
）、

区
環
境
課（
区
役
所
西
棟
七
階
）

▽
閲
覧
場
所
＝
井
草
区
民
事
務

所
（
下
井
草
４
―　

―
２
）、
阿

３０

佐
谷
図
書
館
（
阿
佐
谷
北
３
―

　

―　

）、
高
円
寺
会
館
（
高
円

３６

１４

寺
北
２
―
１
―
２
）
�
都
環
境

局
環
境
評
価
部
環
境
影
響
評
価

審
査
課
�
５
３
８
８
‐
３
４
４

０　
　

★
小
学
生
以
下
の
お
子
さ
ん
に

レ
モ
ン
湯
の
無
料
入
浴
サ
ー
ビ

ス
　

区
内
の
各
公
衆
浴
場
で
は
、

小
学
生
以
下
の
お
子
さ
ん
を
対

場

問

象
に
無
料
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
行

い
ま
す
。
先
着
一
〇
〇
名
に
乳

酸
飲
料
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り

ま
す
。

　

�
２
月
９
日
�
午
後
４
時
〜

終
業
ま
で
�
区
内
の
各
公
衆
浴

場
�
都
公
衆
浴
場
組
合
杉
並
支

部
・
石
原
�
３
３
３
４
‐
８
４

０
２
（
正
午
以
降
）

★
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
公

開
講
座

　

区
民
の
方
は
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
。

　

�
２
月　

日
�
午
後
２
時
〜

２１

４
時
�
産
業
商
工
会
館
（
阿
佐

谷
南
３
―
２
―　

）
�
�
ニ
ワ

１９

ト
リ
に
学
校
を
出
し
て
も
ら
っ

た
男
の
話
＝
国
際
的
動
物
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
・
吉
村
卓
三
�
ス

時

場

問時
場

内

ト
レ
ッ
チ
体
操
と
健
康
づ
く
り

に
つ
い
て
（
杉
並
保
健
所
ス
ポ

ー
ツ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）
�

八
〇
名
（
先
着
順
）
�
無
料
�

当
日
、
直
接
会
場
へ
�
杉
並
区

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
本
部

事
務
局
�
３
３
１
７
‐
２
２
１

７
�
車
で
の
来
館
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い

★
東
京
国
際
ア
ニ
メ
フ
ェ
ア
２

０
０
３
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
感
想

文
（
評
論
文
）
コ
ン
テ
ス
ト
作

品
募
集

　

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を「 
観 
る
」

み

目
を
育
て
、
日
本
の
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
の
発
展
に
つ
な
げ
て
い

く
た
め
、
感
想
・
評
論
文
を
募

集
し
ま
す
。
受
賞
者
は
、
ア
ニ

メ
監
督
な
ど
と
一
緒
に
東
京
ビ

ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。（
主
催
・
東
京
国
際

ア
ニ
メ
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会
、

日
本
動
画
協
会
、
東
京
財
団
）

　

�
募
集
作
品
＝
劇
場
ア
ニ

メ
、
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
ビ
デ
オ
ア
ニ
メ
（
い
ず
れ

も
日
本
の
作
品
）
に
つ
い
て
の

二
〇
〇
〇
字
程
度
の
感
想
・
論

文
▽
審
査
員
＝
コ
ラ
ム
ニ
ス

ト
・
泉
麻
人
、
評
論
家
・
岡
田

斗
司
夫
、
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
・
岡

部
ま
り
、
文
筆
者
・
切
通
理
作
、

東
京
財
団
会
長
・
日
下
公
人
、

作
家
・
竹
内
義
和
、
東
映
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
社
長
・
泊
懋
、
映 定

費

申

問

他内

方
式
を
変
更
し
、
新
た
に
受
付

案
内
業
務
を
民
間
業
者
に
委
託

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
伴
い
、
施
設
内
部
の

レ
イ
ア
ウ
ト
変
更
な
ど
を
行
い

ま
す
の
で
、
３
月　

日
は
臨
時

３１

休
館
し
ま
す
。

　

な
お
、
下
高
井
戸
区
民
集
会

所
の
併
設
施
設
で
あ
る
下
高
井

戸
運
動
場
は
、
通
常
ど
お
り
開

館
し
ま
す
。

　

�
地
域
課

問

画
評
論
家
・
野
村
正
昭
▽
賞
＝

優
秀
賞
二
名
（
賞
金
各
五
〇
万

円
）。３
月　

日
�
午
後
１
時　

２０

３０

分
開
催
の
「
東
京
国
際
ア
ニ
メ

フ
ェ
ア
」
表
彰
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
）
で
表

彰
�
応
募
用
紙
（
日
本
動
画
協

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

ttp
://w

w
w
.a
ja
.g
r.jp

か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）に
記
入
し
、

作
品
を
添
付
の
う
え
郵
便
ま
た

Ｅ
メ
ー
ル
で
２
月　

日（
必
着
）

１４

ま
で
に
日
本
動
画
協
会（
〒　

‐
１６９

申

０
０
７
５
新
宿
区
高
田
馬
場
１

―　

―
７
ス
カ
イ
パ
レ
ス
ビ
ル

２９

　

Ｅ
メ
ー
ルa

n
im
e
fa
ir@
a

３０４

ja
.g
r.jp

）
へ
�
メ
ー
ル
で
同

協
会
へ
�
�
応
募
作
品
の
著
作

権
は
、
主
催
者
に
帰
属
す
る
も

の
と
し
ま
す
�
応
募
作
品
は
返

却
い
た
し
ま
せ
ん

★　

年
度
消
防
少
年
団
募
集

１５

　

消
防
少
年
団
は
、
防
火
・
防

災
に
関
す
る
知
識
技
術
を
楽
し

く
学
び
な
が
ら
身
に
つ
け
、
団

体
生
活
を
通
し
て
責
任
感
を
養

問

他

い
、
社
会
奉
仕
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

�
活
動
日
＝
月
一
・
二
回

（
土
・
日
曜
日
な
ど
の
休
日
）

▽
主
な
活
動
＝
消
火
器
の
使
い

方
、
応
急
救
護
、
ロ
ー
プ
の
結

さ
く
、
夏
期
キ
ャ
ン
プ
な
ど
�

区
内
在
住
の
小
学
三
年
生
か
ら

中
学
三
年
生
ま
で
の
男
女
�
・

�
電
話
で
、
３
月　

日
ま
で
に

１４

各
消
防
署（
荻
窪
�
３
３
９
５
‐

０
１
１
９
／
杉
並
�
３
３
９
３

‐
０
１
１
９
）
へ

内

対
申

問

区
有
地
を
売
却
し
ま
す

　

左
記
の
土
地
を
競
争
入
札

に
よ
り
売
却
し
ま
す
。

　

�
▼
所
在
地
＝
上
井
草
３

丁
目　

番
▼
現
況
＝
更
地

１９

（
雑
種
地
）
▼
面
積
＝
四
〇

三
・
九
〇
�

　

区
有
地
売
払
い
募
集
要
領

内

お
よ
び
入
札
参
加
希
望
調
書

は
２
月
３
日
か
ら
経
理
課

（
区
役
所
東
棟
五
階
）
で
配

布
し
ま
す
。

　

な
お
、
同
日
か
ら
区
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
「
区
か
ら
の
お

知
ら
せ
」
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

　

�
経
理
課
財
産
管
理
係

問

��������	
��
�����

〈レジ袋削減キャンペーン〉
キャンペーン内容会　　場日　時

キャンペーン
隊などによる
呼びかけやＰ
Ｒグッズの配
布など

大道芸パフォーマンスショー
や東京チンドン倶楽部の出演

高円寺駅前広場およ
び周辺商店街

２月５日π

午前１１時３０分
～ 

午後１時３０分

ディキシーランドジャズ演奏
や早稲田ちんどん研究会の出
演

阿佐ケ谷駅前広場お
よび周辺商店街

クラシック演奏や大道芸パフ
ォーマンスショー

荻窪駅前広場および
周辺商店街

和太鼓演奏やバルーンアート
の実演

西荻窪駅東側および
周辺商店街

各店店員が、レジ袋削減の標語入り名札を着
用して、昨年６月から実施中の「ノー！レジ
袋の日キャンペーン」を引き続き継続します

日本チェーンストア
協会加盟のスーパー

２月５日π～
３月３１日∑

協力各店でレジ袋削減の標語入りサンバイ
ザーもしくは名札を着用し、お客様にレジ袋
辞退のご協力をお願いします

区内の小売店や日本
フランチャイズチェ
ーン協会加盟のコン
ビニエンスストア

２月５日π～

� �

▲

こ
の
の
ぼ
り
が
目
印
で
す
。

区制施行７０周年記
念事業として１４年１１
月から始まった「す
ぎなみこどもせんと
うパスポート」。
区内の小学校で配

布されたパスポート
を持ってお風呂屋さ
んを利用すると、ス

タンプとお菓子がもらえます（お菓子はなくなり次第終
了）。
まだ銭湯に行ったことがない小学生の皆さん、おうち
では味わえない雰囲気を体験しに行ってみませんか。

３月３１日∑まで 区内各公衆浴場５０カ所 １８０円
（入浴料） 総務課
時 場 費

問

レレレレレレレレレレレレレレレレジジジジジジジジジジジジジジジジレジ袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋削削削削削削削削削削削削削削削削減減減減減減減減減減減減減減減減袋 削 減キキキキキキキキキキキキキキキキャャャャャャャャャャャャャャャャンンンンンンンンンンンンンンンンペペペペペペペペペペペペペペペペーーーーーーーーーーーーーーーーンンンンンンンンンンンンンンンンキャンペーン 
２月５日�

お
休
み
し
ま
す
・
区
の
施
設

３月
３１日�
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【凡例】 �＝日時　� ＝場所　� ＝内容　� ＝講師　� ＝対象　� ＝定員　� ＝参加費　� ＝申し込み　� ＝問い合わせ　� ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他

�

e都民体育大会予選会
◇卓球
　�３月９日∂午前９時～午後９時�高円寺体育館（高円寺南２‐２６‐３１）�
種目＝男子シングルス（一般・４０歳代・５０歳代・６０歳代）、女子シングルス（一
般・３５歳以上・４５歳以上・５５歳以上、男子・女子ダブルス）�区内在住・在勤・
在学か東京卓球連盟に加盟していて本拠地が杉並にあるクラブのメンバー�シ
ングルス６００円（高校生以下４００円）、ダブルス1組１２００円�住所・氏名・年齢・希
望種目・所属チーム名を書いて（指定用紙なし）、参加費（切手、定額小為替、
現金書留）を同封の上、２月２６日（必着）までに区卓球連盟事務局（〒１６６‐０００４
阿佐谷南１‐７‐１ñタマス内）へ�同連盟・大沼@３３１４‐６６２４
e区民体育祭冬季大会
　◇スケート
　�３月１６日∂午前７時４５分～９時４５分�明治神宮外苑アイススケート場（新宿
区霞岳町５）�種目＝中学生・高校生・一般の男子＝５００ｍ／中学生・高校生・
一般の女子＝３００ｍ／小学生男子・女子、４５歳以上・６０歳以上男子、３５歳以上女
子＝２００ｍ�区内在住・在勤・在学の方(公認登録者を除く)�無料�申込書（区
立体育施設にあります）を２月２８日（必着）までに区スケート連盟・柴田誥三
（〒１６７‐００３２天沼１‐４４‐９）へ�同連盟・柴田�３３９１‐８５９３�帽子、手袋、
スケート靴は必ずご用意ください。なお、貸靴(無料)はあります
e杉並カップスキー競技大会　第２戦
　�３月２２日º（区後援)�菅平高原スキー場・裏太郎かもしかコース�区内在
住・在勤・在学者で区スキー連盟会員の方（新規登録も可）�種目＝回転（２本）
�１人３０００円�所定の申込用紙（区立体育施設・社会教育スポーツ課にあります）
に必要事項を書いて、郵送またはファクスで３月１４日（必着）までに区スキー連
盟・北島英夫（〒１６６‐００１２和田１‐３５‐３）へ。参加費は口座振込で「みずほ
銀行方南町支店・普通口座８０３４５７６・名義『杉並区スキー連盟・北島英夫』」へ�
同連盟・北島@・FAX３３８１‐６６０７（午後７時～１１時３０分）
e杉並区スキー選手権大会（城西地区親善スキー大会）
　�３月２３日∂（区後援)�菅平大松山スキー場チャンピオンコース�種目＝大
回転�小学生以上で区内在住・在勤・在学者および区スキー連盟会員の方�１人
３５００円�所定の申込用紙（区立体育施設・社会教育スポーツ課にあります）に必
要事項を書いて、２月２４日（必着）までに郵送またはファクスで区スキー連盟・
北島英夫（〒１６６‐００１２和田１‐３５‐３）へ。参加費は口座振込で「みずほ銀行
方南町支店・普通口座８０３４５７６・名義『杉並区スキー連盟・北島英夫』」へ�同連
盟・北島@・FAX３３８１‐６６０７（午後７時～１１時３０分）
e杉並区バウンドテニス親善大会
　�３月９日∂午前９時～午後５時（区共催）�荻窪体育館（荻窪３‐４７‐２）
�区内在住・在勤・在学で区協会に登録されているチーム（締切日までに登録可。
個人でも参加できます）�種目＝男女別ダブルス、混合ダブルスの団体戦�１００
名（先着順）�１人５００円（当日会場で集めます。保険料含む）�各体育館に置
いてある申込用紙に必要事項を記入して、２月２０日（必着）までに郵送かファク
スで、区バウンドテニス協会・福間富美子（〒１６６‐０００３高円寺南３‐３０‐７）
へ�同協会・福間@５９３２‐４６９１）�当日は運動のできる服装で上履きと弁当を持
参してください
�

�障害者のためのわいわいスポーツ教室
　障害の程度の重い方のための楽しいスポーツ教室です。今回はボウリングを行

競技大会

時 場 内

対
費

申

問

時 場
内

対 費 申

問 他

時 場 対
内

費 申

問

時 場 内
対 費
申

問

時 場
対

内 定
費 申

問 他

スポーツ教室　

います。
　�３月８日º午前１０時～正午�荻窪ユアボウル（上荻１‐１６‐１６）�区内在
住・在勤・在学の１５歳以上で障害の程度の重い方�３０名（抽選）�６００円�・�
申込書を２月１０日までに社会教育スポーツ課へ。申込書は区内各福祉事務所・体
育施設にあります�A一般の交通機関の利用が困難な方は、リフト付きバスの送
迎が利用できます。B当日参加者と一緒に楽しんでいただけるボランティアの方
を募集しています。経験は問いませんのでお気軽に社会教育スポーツ課までご連
絡ください
�尾瀬岩鞍スキー教室
　関東地区最長のコースを持つスキー場で、複数の変化に富んだコースを充分楽
しんでいただけます。
　�３月１４日ª午後７時３０分出発～１６日∂午後８時解散（往復貸し切りバス・区
後援）�尾瀬岩鞍スキー場�区内在住・在学・在勤および区スキー連盟会員の方
で初級者以上の方（スキーが初めての方を除く）�４２名（先着順）�1人３万
８０００円�・�電話またはファクス、Ｅメールで、区スキー連盟・保田耕作（@

３３３１‐１３６９午後８時～１０時、FAX３３３１‐１３６９、Ｅメールyasuda-k@jcom.home.ne.jp）
へ仮申込みをした後、指定申込書に必要事項を記入し参加費を振り込んでくださ
い

�プレ・すぎなみスポーツデビュー（上井草スポーツセンター５周年記念イベント）
　ストラックアウト、キックターゲットなど、気軽に誰でもチャレンジできる楽
しいコーナーがたくさん。家族や友だちと遊びに来てね。
　�２月１６日∂午前９時～午後０時４５分（雨天中止・好きな時間に自由に体験で
きます）�上井草スポーツセンター運動場（上井草３‐３４‐１）�ストラックア
ウト、キックターゲット、ジャンボわなげ、Tボールバッティングなど�杉並区
体育指導委員�無料�当日、直接会場へ�社会体育係�A軽い運動のできる服
装でご参加ください。B１５年度の本格実施に向け、多くの方に体験していただき、
ご意見を参考に、より楽しいスポーツデビューを目指していきます。どなたでも
どうぞ
�いきいき健康アドバイス
　運動機能測定で体力年齢を算出し、専門スタッフがあなたに合った運動プログ
ラム（A成人病予防BシェイプアップC体力アップ）を作成し、健康づくりのア
ドバイスを行います。
　�２月１６日∂午前９時～午後６時�上井草スポーツセンター・トレーニングル
ーム（上井草３‐３４‐１）�区内在住・在勤・在学で１６歳以上の方�２０組（個人
およびペア可）�４００円（入場料）�・�電話で希望受付時間（受付時間は午前
９時～２０分毎に１組）を上井草スポーツセンター�３３９０‐５７０７へ（先着順）�受
付からアドバイス終了まで約１時間かかります
�軟式野球連盟審判講習会
　�２月１１日¥午前の部＝午前９時３０分集合、
午後の部＝午後０時３０分集合（区後援）�井草
中学校（上井草３‐２０‐１１）�区内在住・在勤
で１８歳以上の方�無料�区軟式野球連盟審判
技術指導員・審判員�・�ハガキに住所・氏
名・年齢・電話番号を記入して、２月２日（必
着）までに同連盟・遠藤靖彦（〒１６６‐０００１阿
佐谷北２‐２６‐１志賀マンション２０２号室@３３３７
‐８４８９）へ�後日会場の地図・要項を送付しま
す

時 場 対
定 費 申 問

他

時
場 対

定 費
申 問

時
場 内

師
費 申 問 他

時 場
対 定

費 申 問
他

時
場

対
費 師

申 問

他

★
東
京
学
芸
大
学
教
育
学
部
附

属
養
護
学
校
学
校
公
開

　

学
校
概
要
の
説
明
と
併
せ

て
、
校
内
を
ご
案
内
し
ま
す
。

普
段
の
教
育
活
動
を
ご
覧
い
た

だ
き
、
障
害
者
教
育
理
解
の
一

助
と
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

�
２
月　

日
�
午
前　

時
〜

２０

１０

正
午
�
東
京
学
芸
大
学
教
育
学

部
附
属
養
護
学
校
（
東
久
留
米

市
氷
川
台
１
―
６
―
１
）
�
同

校
�
０
４
２
４
‐
７
１
‐
５
２

７
４　

０
４
２
４
‐
７
１
‐
５

FAX

２
７
５

★
都
立
鷺
宮
高
等
学
校
（
定
時

制
）
学
校
説
明
会

▽
学
校
説
明
会
＝
３
月　

日
�

１２

午
後
６
時
〜

▽
第
二
次
募
集
＝
３
月　

日
�

２６

　

�
都
立
鷺
宮
高
等
学
校
（
定

時
制
）（
中
野
区
若
宮
３
―　

―
４６

８
�
３
３
３
０
‐
０
１
０
１　
FAX

３
３
３
９
‐
８
４
２
０
）

★
公
庫
住
宅
ロ
ー
ン
返
済
が
困

難
な
方
の
救
済
措
置
制
度

時
場

問

問

　

公
庫
住
宅
ロ
ー
ン
の
返
済
が

困
難
な
方
に
対
し
、
返
済
方
法

の
変
更
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

倒
産
な
ど
に
よ
る
勤
務
先
の

変
更
や
収
入
の
減
少
な
ど
に
よ

り
、
ロ
ー
ン
の
返
済
で
お
困
り

の
方
（
個
人
住
宅
取
得
の
方
）

は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
制
度
の
概
要
】

・
返
済
期
間
を
延
長
で
き
ま
す

（
最
長
一
五
年
）。

・
最
長
三
年
間
の
元
金
据
置
期

間
が
設
定
で
き
ま
す
（
失
業
し

た
方
、
年
収
が　

％
以
上
減
少

２０

し
た
方
）。

・
据
置
期
間
中
の
金
利
引
き
下

げ
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

・
適
用
期
限
を
延
長
し
ま
す（　
１６

年
３
月
ま
で
一
年
間
延
長
）。

　

�
住
宅
金
融
公
庫
東
京
支
店

返
済
相
談
室
�
５
２
６
１
‐
８

９
２
１
（
平
日
午
前
９
時
〜
午

後
７
時　

分
）

３０

★
東
京
女
子
大
学
比
較
文
化
研

問

究
所
公
開
授
業
・
総
合
科
目「
比

較
文
化
」

　

�
４
月　

日
〜
７
月　

日

２２

１５

（
前
期
）、９
月　

日
〜　

年
１

３０

１６

月　

日
（
後
期
）
の
毎
週
火
曜

１３
日
の
午
後
１
時　

分
〜
２
時　

１５

４５

分
（
計
二
六
回
）
�
東
京
女
子

大
学
善
福
寺
キ
ャ
ン
パ
ス
（
善

福
寺
２
―
６
―
１
）
�
テ
ー
マ

＝
異
文
化
の
融
合
と
新
し
い
時

代
の
創
造
�
原
則
と
し
て
、　
１８

歳
以
上
の
男
女
で
、
一
年
間
授

業
に
出
席
で
き
る
方
�
三
〇
名

（
抽
選
）
�
二
万
円
（
年
間
・

テ
キ
ス
ト
代
は
別
途
。
納
入
さ

れ
た
費
用
は
返
却
不
可
）
�
募

集
要
項
を
ご
希
望
の
方
は
、
八

〇
円
切
手
を
は
っ
て
住
所
・
氏

名
を
書
い
た
返
信
用
封
筒
を
３

月
３
日
（
必
着
）
ま
で
に
東
京

女
子
大
学
比
較
文
化
研
究
所

「
公
開
授
業
」
係
（
〒　

‐
８

１６７

５
８
５
善
福
寺
２
―
６
―
１
）

へ
�
同
係
５
３
８
２
‐
６
４
１

３
時

場
内

対

定

費

申

問

平
成　

年
度

１４

�
�
�
�
�
�
�
�

平成１４年度　杉並区区政功労者（敬称略）
役　　　　職氏　　名

元杉並区議会議員新國　久代
杉並区町会連合会会長藤原　嘉民
荻窪納税貯蓄組合連合会
特別顧問鴨志田　總一郎

杉並納税貯蓄組合連合会
会長信田　美次

　　　〃梅田　敏夫
農業委員会委員大野　善求
　　　〃鈴木　嘉七
民生委員・児童委員安藤　昇全
　　　〃小泉　正子
　　　〃高橋　裕子
　　　〃長津　玲子
　　　〃丸本　貞子
元民生委員・児童委員関野　善伸
　　　〃蓮見　愛子
　　　〃山本　美佐子
学校医（荻窪中、桃井四小）生方　圭
学校医（荻窪中）太田　済
学校医（南伊豆健康学園）松本　道
学校薬剤師（高井戸四小）北原　眞純
学校薬剤師（済美小）花岡　黎子
保育園医（成田保育園）野村　登志彦
保育園医（井草保育園）山田　隆義

　
　

年　

月
５
日
に
開
催
さ

１４

１２

れ
た
杉
並
区
区
政
功
労
者
表

彰
審
査
会
で
、
区
政
に
多
大

な
功
績
の
あ
る
二
二
名
の
方

々
を
、　

年
度
杉
並
区
区
政

１４

功
労
者
に
決
定
し
ま
し
た

（
左
表
）。
ま
た
、中
央
図
書

館
隣
地
（
約
一
八
〇
〇
�
）

を
区
に
ご
寄
贈
い
た
だ
い
た

中
田
和
夫
さ
ん
を
特
別
功
労

者
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

�
総
務
課
総
務
係

問

その他
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〈２月の区民健診要指導者フォローアップ教室〉         
対　　象高脂血症高血圧糖尿病保健センター名

区民健診受診の結果、
「要指導」と判定され
た方。関連する疾病ご
との会場へお越しくだ
さい

２５日∏１８日∏４日∏荻　窪（荻窪５‐２０‐１）
２０日∫１３日∫２７日∫高井戸（高井戸東３‐２０‐３）
４日∏２５日∏１８日∏高円寺（高円寺南３‐２４‐１５）
１３日∫―２７日∫上井草（上井草３‐８‐１９）
―２５日∏１８日∏和　泉（和泉４‐５０‐６）

（注）１．各保健センターの担当地域にかかわらずどちらの保健センターでも受講できます。
２．時間はいずれも，午前１０時～正午。

す
。

　

参
加
者
同
士
の
気
軽
な
話
し

合
い
な
ど
を
通
し
て
教
室
受
講

後
も
、
楽
し
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

の
仕
方
や
食
生
活
に
つ
い
て
の

学
習
を
し
合
う
健
康
づ
く
り
自

主
グ
ル
ー
プ
の
誕
生
に
つ
な
げ

て
い
き
ま
す
。

　

２
月
は
、
高
円
寺
・
高
井
戸
・

上
井
草
・
和
泉
の
各
保
健
セ
ン

タ
ー
で
行
い
ま
す
。

☆

　

�
各
保
健
セ
ン
タ
ー
（
荻
窪

�
３
３
９
１
‐
０
０
１
５
／
高

井
戸
�
３
３
３
４
‐
４
３
０
４

／
高
円
寺
�
３
３
１
１
‐
０
１

１
６
／
上
井
草
�
３
３
９
４
‐

１
２
１
２
／
和
泉
�
３
３
１
３

‐
９
３
３
１
）

問

　

長
命
時
代
と
な
っ
た
今
日
、

死
亡
率
は
低
下
し
ま
し
た
が
、

糖
尿
病
や
高
脂
血
症
な
ど
の
有

病
率
は
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

健
診
結
果
な
ど
を
利
用
し
な

が
ら
、
日
々
の
生
活
を
振
り
返

り
早
い
う
ち
か
ら
の
健
康
生
活

の
実
践
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

◇
区
民
健
診
要
指
導
者
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
教
室　
　
　
　
　

　

一
年
に
一
回
、
区
民
健
診
を

受
診
し
自
分
の
健
康
状
態
を
チ

ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

　

「
毎
年
少
し
ず
つ
血
糖
値
が

高
く
な
っ
て
い
る
」「
体
重
が
増

え
て
き
た
」「
今
年
は
、
血
圧
も

高
め
で
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
も
上

が
っ
て
き
た
」
な
ど
の
結
果
説

明
を
主
治
医
か
ら
受
け
た
方
を

対
象
に
、
生
活
習
慣
病
に
な
ら

な
い
た
め
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

検
査
項
目
と
検
査
結
果
に
つ

い
て
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
、

病
気
に
つ
な
が
り
や
す
い
点
に

つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

　

そ
し
て
健
康
的
な
生
活
を
実

践
す
る
た
め
の
意
欲
を
持
っ
て

も
ら
い
ま
す
。

　

�
・
�
・
�
下
表
の
と
お
り

�
当
日
、
直
接
会
場
へ
�
健
康

手
帳
、
健
診
結
果
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い

◇
区
民
健
診
要
指
導
者
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
実
践
教
室

　

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
教
室
修
了

者
を
対
象
に
、
生
活
習
慣
病
が

 
危  
惧 
さ
れ
る
各
々
の
検
査
結
果

き 

ぐ

を
改
善
す
る
た
め
に
、
具
体
的

な
食
生
活
や
運
動
、
休
養
の
と

り
方
に
つ
い
て
、
フ
ォ
ロ
ー
ア

ッ
プ
実
践
教
室
で
実
習
し
ま

時

場

内

申

他

�　

年
度
生
活
習
慣
病
予
防
週
間

１４

◆３月の胃がん検診◆

申 込 方 法対　象実施日時会場・定員・費用

希望日の２週間前の火曜
日までにハガキで杉並区
医師会胃がん検診担当
（〒１６６‐０００４阿佐谷南３
‐４８‐８ @３３９２‐４１１４）
へ。問い合わせは、健康推
進課@３３９１‐１０１５へ

３５歳以上
の区民

３月の木・
金・土曜日
午前９時～
午前中
（ただし２１
日を除く）

保健医療センター
（荻窪５‐２０‐１）
定員＝４０名
費用＝１０００円

（注）１．１４年４月から検査費用の一部（１０００円）を負担していただくこと
になりました。受診会場でお支払いください。なお、生活保護受給世
帯の方は負担金が免除されます。２．次のA～Dに該当する方は、申し
込みをご遠慮ください。A胃の手術を受けたことのある方B現在、胃
および十二指腸の疾病治療中または経過観察中の方C妊娠中の方（ま
たは妊娠の可能性のある方）Dおおむね１年以内に区実施の胃がん検
診を受けた方。３．ハガキ（１人１枚）に「３月の胃がん検診」と明
記し、住所・氏名（フリガナ）・生年月日・年齢（１５年３月３１日現在）・
受診希望日を書いてください。申込締切日は必着。４．申し込み多数の
場合は、抽選。受診の可否・受付時間は、後日連絡します。

�

�

�

�

�����������������������

�����������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
た
と
き
に
支
払
う
一
割

の
利
用
者
負
担
額
に
は
、
左

表
の
と
お
り
上
限
が
あ
り
ま

す
。

　

上
限
を
超
え
た
分
は
、
申

請
に
よ
り
「
高
額
介
護
サ
ー

ビ
ス
費
」
と
し
て
後
か
ら
支

給
さ
れ
ま
す
（
福
祉
用
具
購

入
費
・
住
宅
改
修
費
の
利
用

者
負
担
額
、
施
設
サ
ー
ビ
ス

で
の
標
準
負
担
額
（
食
費
）・

日
常
生
活
費
な
ど
は
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
）。

　

該
当
す
る
方
へ
は
、
利
用

月
の
二
カ
月
以
降
に
、
区
か

ら
お
知
ら
せ
を
お
送
り
し
ま

す
。

　

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
は

利
用
月
の
翌
月
の
一
日
か
ら

二
年
を
過
ぎ
る
と
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
の
で
、
忘
れ
ず
に
手

続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

�
介
護
保
険
課

問
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〈介護保険高額介護サービス費〉

利用者負担額の上限
（１カ月）

区　　分

２万４６００円A世帯全員の区民税が非
課税など

１万５０００円BAに該当で、老齢福祉
年金受給者など

３万７２００円上記A・B以外の世帯

※世帯に複数の利用者がいる場合も同額です。

〈生活リハビリサービス・在宅交流事業利用者〉

対　象　者通所回数募集定員募集内容

心身に障害があり、病院か
ら退院したての方、在宅で
家にこもりがちになってい
る方など、または医師が必
要と認める方で、同会館に
通所可能な１８歳以上６５歳未
満の区民

週２回１０名機能訓練

生活リハビリ
サービス
（１５年４月

～９月）

心身に障害があり、外出の
機会や仲間づくり、いこい
の場を探している方で、同
会館に通所可能な１８歳以上
おおむね６５歳未満の区民
（原則として、介護保険の
対象者とならない方）

週１回１０名程度ふれあい
広場

在宅交流事業
（１５年４月
～１６年９月）

　

障
害
者
福
祉
会
館
で
は
、

疾
病
に
よ
り
心
身
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン（
言
語
な
ど
）

に
障
害
の
あ
る
方
を
対
象

に
、
通
所
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ

て
い
ま
す（
下
表
）。
通
所
が

困
難
な
方
は
、
送
迎
バ
ス
が

利
用
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
４
月
か
ら
支
援
費

制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

�
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持

ち
の
方
は
「
会
館
で
受
付
・

面
接
↓
福
祉
事
務
所
へ
支
援

費
支
給
申
請
↓
決
定
・
受
給

者
証
交
付
↓
契
約
」
の
手
続

き
と
な
り
ま
す
。

　

そ
れ
以
外
の
方
は
「
会
館

で
受
付
・
面
接
↓
会
館
へ
利

用
申
請
↓
利
用
承
認
」
の
手

続
き
と
な
り
ま
す
。

�
サ
ー
ビ
ス
利
用
後
、
負
担

能
力
に
応
じ
、
利
用
者
負
担

金
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る

予
定
で
す
。

　

�
・
�
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
、

ま
た
は
直
接
、
２
月　

日
ま

２８

で
に
同
会
館
（
高
井
戸
東
４
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▽
各
種
相
談
を
受
け
付

け
ま
す

　

各
種
相
談
（
生
活
上
お
困

り
の
こ
と
・
自
立
に
向
け
て
・

就
労
・
進
路
・
医
療
・
保
健
・

リ
ハ
ビ
リ
な
ど
）
は
、
電
話
・

訪
問
な
ど
で
常
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
医
療
に
つ
い
て

は
、
専
門
医
が
相
談
に
応
じ

ま
す
。

　

�
同
会
館

申

問
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生生
活活
リリ
ハハ
ビビ
リリ
ササ
ーー
ビビ
スス
・・
在在
宅宅
交交
流流
事事
業業
利利
用用
者者
をを
募募
集集
しし
まま
すす

�９月～１０月
【ＮＰＯ支援基金】�協和
産業＝１００，０００円�匿名＝
５００，０００円�杉並演奏家連
盟代表・磯恒夫＝２０５，５００円
�１１月～１２月
【福祉】�杉並区商店会連
合会＝８０，１００円�日本民謡
民友会＝１００，０００円�織田
福祉専門学校＝５０，０００円�
理容高井戸支部女性部＝

３０，０００円�えぷろんの会＝
６１，６０１円 �IBL＝１０７，０００
円【ＮＰＯ支援基金】�匿
名（４件）＝４２０，０００円【み
どりの基金】�みどりの基
金友の会代表・山室京子＝
１０，２１２円�全日本リサイク
ル協会代表・石本圭子＝
５，０００円�上荻福寿会会長・
城戸フク＝３０，０００円

９月～１２月のご寄付

ありがとうございました

（敬称略・順不同）
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日
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日
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�



★
介
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保
険
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急病診療のご案内
※まず、電話で確認！ 保険証を忘れずに

東京都保健医療情報センターひまわり�５２７２‐０３０３　　
東京消防庁災害救急情報センター�３２１２‐２３２３

２４時間
受　付（ ）

平日:午後７時３０分～午後１０時３０分
（受付は午後１０時まで）

歯科休日急病診療所（荻窪５‐２０‐１杉並保健所内）

�３３９１－１５９９

�３３９８－５６６６

休日等夜間急病診療所（荻窪５‐２０‐１杉並保健所内）

土曜日：午後１時～午後１０時
（受付は午後９時３０分まで）

（耳鼻咽喉科のみ、午後１時～午後５時は輪番の医院にて）
日曜・祝日：午後５時～午後１０時

（受付は午後９時３０分まで）
（午前９時～午後５時は輪番の医院にて）

【小児科】

【内科・小児科・外科・耳鼻咽喉科】

日曜・祝日：午前９時～午後５時【歯  科】

調 剤 薬 局 �３３９１‐５５３９
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